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は じめに－多様化す る価値観

 にせまる－
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 現代の日本人は価値観の多様化と混乱現象のう

ちに陥っていると言われて，すでに久 しいことで

ある。こうした価値観の多様化現象は，今 日成人

だけではなく，幼児 ・小学校児童 ・中学校生徒を

も捲き込んだ極めて広範酬の現象のように思われ

る。

 こうした価値観の多様化と混乱は，社会にとっ

て良い方向に向 う現象とも悪い方向に向う現象と

も一概 に言い切れないものを持っている。たとえ

ば，ある一つの社会が仮 りに等質的で一様な価値

観のみを持っていると仮定 してみ よう。一体そ う

した社会は，その社会にとって良い状態なのであ

ろうか。恐 らくそ うした社会は，発展と飛躍を遂

げるヴァイタリティを欠 く社会である可能性が大

いにある。またそ うした等質的で一様な価値観を

社会構成員に強制している極めて強大な権力機構

さえ，予想させる現象ではないだろ うか。むしろ

通常の現代社会は，価値観の多様化を必然的に含

んだダイナ ミヅクな社会であ り，そ うした価値観

の多様化のゆえにダイナ ミックな発展と変質を予

想できるものと言えよう。しかし他面において，

価値観の多様化と混乱は，社会構成員同志の コミ

ュニケーションを極度に阻害した り，あるいはま

た，いわゆる一種のアノミーの現象を社会構成員

の間に引き起こして，多くの社会問題の解決を一

層困難ならしめる原動力にもな りかねないのであ

る。

 今 日の小学校児童 ・中学校生徒に対する道徳教

育をいかに行 うべきか，とい う問題を考え る場合

にも，児童 ・生徒の間にも侵透 している価値観の

在 り方，その多様化と混乱は，教師と児童 ・生徒

との間のジネ レーション ・ギャップ を増 大 させ

て，相互の人間的信頼関係を阻害するだけではな

く，多くの児童 ・生徒同志の間にもコミュニケー

ションの阻害や，一種のアノ ミー現象をもた らす

と共に，彼 ら一人一人を孤立の状況に追いやるよ

うに見えるのである。従って，人間としてより善

く，より正 しく生 きようとすることをめざす今 日

の道徳教育の課題にとって，現代に生きる小学校

児童 ・中学校生徒の価値意識とその多様化，及び

その発達傾向を明らかにすることは，必須条件で

あると言わねぱな らない。なぜな ら，児童 ・生徒

の価値意識を明らかにすることによって，教師と

児童 ・生徒の コミュニケーションを回復し，両者

の孤立状況からの脱出のための適切にして有効な

手段を示唆することができるからであ り，そ うす

ることによって真の人間関係を回復 し，教育の場

をして真の教育の場た らしめる希望が生まれるか

らである。

 Ⅱ

調 査 の 目 的

 われわれはこうした現代に生 きる小学校児童な

らびに中学校生徒の価値意識 とその発達のあ り方

を明らかにすることを， 本調査の目的 と して い

る。

 ここでいう価値意識とは，広範囲の内容を含ん

でいる。たとえば 日常生活の中で感 じる児童 ・生

徒の好き嫌いも含まれる。たとえぱスポーツが好

きか嫌いかとか， 仲間と一緒にいるの が いい と

か，一人を楽 しむ傾向がある，とかい う生活感情

をも含ませて考えてみる。また子供たちの勉学へ

の態度や家庭への評価，自己自身への評価などを

含ませてみる。これらの態度に共通する点をいえ

ば，子供が或るものを他のものより善いものとし

て，あるいは， より好ましいものとして選択する

心の働きが挙げ られよう。こうした選択は価値を

選びとる態度であ り，この価値選択の態度を価値

観と呼んでみれば，価値意識は子供の価値観を含

んでいることになる。またこうした態度をもった

子供たちが社会生活上倫理的にどち らか に正 し

く，または不正に決断 しなければならないような

個々の限界状況に直面することもある。こうした

場面を経て，彼 らの価値意識は高度に意識的で倫

理的な態度に成長 してい く。この倫理的態度を倫

理観と呼べば，ここでい う価値意識は，倫理観を

も含んでいる。さらに人間の一生を全体的にとら

え，人間の一生を積極的 または消極的な方向に舵
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を取って進 もうとする全体的態度を，人生観 と呼

ぶなら，価値意識は，こうした人生観をも含んで

いる。以上，われわれは価値意識を，価値観 ・倫

理観 ・人生観をひっくるめた広い内容のものとし

て考えることにする。

     III

調査 の基 本的 スキ ー ム

1. 四 つ のカテゴ リー一 一家庭 ・自己 ・自己 と他

  己 ・学校一 一

 上 述の よ うに， ここでい う価値意識 は，児童 ・

生徒の生活態 度に近 い価値観か ら意識的倫理観，

さらに人生観を も含む広範 囲の意識 として とらえ

たのであるか ら，価値 意識 の調査は，現代 に生 き

る児童 ・生 徒の生活全体 をで きるだけ網羅 してい

ることが望 ましい。

 そ こで まず，子供たちがそ こで生れ育 ち，基本

的な価値意識 を初めて育て上げ てい く場 としての

家庭を挙げるのが，当然 である。家庭 は，C・H

・ク ー リ ィが20世 紀初頭に提唱 し たprimary

groupの うちの最 も基 礎 的 な 集 団 で も あ る。

primary groupと は ，親 密な， 顔 と顔 を合わせ

た結合 と協働 とい う特色を持つ集団である。 プラ

イマ リーとはその集団が個人の社会的性 格 と理 想

を基本的に作 り上 げる とい う特性 を示 す。 ここで

「顔 と顔を合わせたface-to-face」 と い う言葉 は，

新約聖書の コリソ ト第一の手紙13章12節 に ある

神の国における神 と人，人 と人 との全 人的 関係の

成立を示すrpros6pon pros pros6pon(顔 と顔 を

合わせた)」 に由来す るものと思われ る。恐 ら く

クー リィも，primary groupを 定 義 した とき， コ

リン ト書の この言葉を連 想 した ことであろ う。 そ

れだけに， 「プライマ リー ・グル ープ」 は理想的

人間集団を意 味 して，あ ま りに も価値的 である と

いわれ， また “face-to-face” の特 色が必ず しも

primary group の 必然的特性 を示す もので もな

い とい う反省か ら， クー リィの定義 は修正 され て

用 い られている。最近 の用法 に よれ ば， それ は家

族 や友 人な どの少数 集団を さし， その集 団の中で

各成 員が他のすべての成 員に対 して 親 密 で 相 互

的 ，全 人格的社会 関係を結 んでいる点 に，特色 が

ある とされている。 また ，① す べての個人 に応

答関係があ ること，② コ ミュニケーションが深

く広範囲であ ること，③ 個人の満足 が持続的 で

あ ることを，第一次関係(primary relation)と

し，第一次関係に基いて い る 集 団 を primary

groupと 定 義す る こともある。

 子 供の価値意識発生の場 として， このprimary

groupは 極 めて大切で基本的な集団であるが， こ

の中で も家族の中心的生活場 面 としての家庭 は，

価値意識の基礎 的生活場 面であ り，わ れわれ の基

本的ス キームの第一の カテ ゴ リーに挙げ なけれ ば

な らない。primary groupの 第 二 の事例 は，友

人の集団である。子供は家庭 に生 まれ育 って，基

本的価値意識 を形成 してい くが，家庭 を一歩出る

と， よその家庭 に生 まれ育ち異質 の価値意識 を培

った他者に出会い，友 人関係を結 んで異質 の価値

意識を学んだ り，創出 した りしてい く。 こうした

他者 との出会いを通 じて，子 供は，家庭 とも他者

とも区別 された 「自己」を意識 してい く。 「私 は

何 者か」 とい う問いは，た えず 自己に押 し迫 り，

家庭 か ら独立 した 自己を確立す る ように強制 して

い く。

 「家庭」 と 「友人」 とい う第一次集団が 「自己」

を確 立 させ てい くゆ}xに ，われわれ は基本的 スキ

ームとして第1に 「家庭」
，第2に 「友 人(自 己 と

他己)」，第3に 「自己」を採用す る こ と が で き

る。 しか し今 日の児童 ・生徒 の生 活には，家庭生

活で も友 人 との生 活で も，か な り一人 自分だけ に

閉 じ込 もる傾 向が強 い ように思われ る。友人 との

関係 も，淡 い灰 色の遊 び仲 間の関係が多 く，そ の

結 びつ きが きわ めて弱い ように見 える。 この傾向

は また現 代の子 供た ちが無意識的 に 自己中心的 で

もある傾 向に も通 じている。 これ は，現代 の成人

に も言xる 傾向であ り，す べての価値基準 の基礎

を 自己にす え ようとい う態度を エ ゴイズ ムと呼 ん

でみれ ば，子供 の世界 において も， エ ゴイズムの

傾 向は強 い。 そ こで，われわれ は，現代 に生 きる

子 供た ちの こうした エ ゴイズ ムの傾 向 を と ら え

て，第2の カテ ゴ リーと して 「自己」を とる。そ

して第3に 家庭 と同 じくprimary groupに 属 す

る 「友 人」集 団を含 む 「自己 と他己」 の カテ ゴ リ

ーを立てる。 「友 人」を カテ ゴ リ・一に とらず に，
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あえて 「自己 と他己」 とした のは， こ こに は友人

だけ でな く， 「お年寄 り」「体 の不 自由な人」な ど

に対 する個人的対人関係を含 ませたか らであ り，

さらに第2の カ テ ゴ リー の 「自己」 と他 の自己

(他己)と の関わ りに関す る価値意識を見 よ うとす

るか らであ る。

 第4に 「学校」の カテゴ リーを置 く。学校は，

prlmary groupに 対 す るsecondary groupと も

考xら れるが，子 供はそ こにおいて家庭か ら次第

に独立 して派生社会 に参加 してい く予備的教 育的

生 活場面 に遭遇す る。子供 はここで社会 に通用す

る価値観 ・倫理観を学び，且つそれ らを批判す る

訓練を受け，親子関係 とい う先天的関係か ら精神

的離乳を果た し，社会人 としての独立を獲得 して

い く。 こ うして独立 した社 会人 としての価値意識

を形成 する場 が学 校であ る。

 以上 ，わ れわれは，①家庭 ，② 自己，③ 自己 と

他 己，④学校 の4項 目を基本的 スキームと して採

用す る。次に上記4項 目のそれぞれ の細部項 目に

ついて述べ よ う。

2・ 四 つのカテゴ リーの細部項 目

 1)家 庭

 まずIa「 家 庭生活」 全 体 に対 する子 供の評価

を見 よ う。その中に 「家庭 の雰囲気」 が明るいか

 (暗 いか)ど うか ，楽 しいか(楽 しくないか)ど

うかを探 ってみ る。 また家族成員間 の交わ りを示

す 「家中 の外 出」度 も，興味あ る項 目であ る。 さ

らに家庭 内労働 の中 の子供 の役割を知 ろ うとす る

「家での手伝い」をね ら う。 また子供が家庭 の中

の人間的結 びつ きを明 らかに しよ うとする 「家中

で一番 味方 にな って くれ る人 ，一番厳 しい人」 を

立 てる。

 家 庭 の中心は，Ib r親 子 関 係」 である。 親子

関係 の中で も，Iba r父 母 」 を まず挙げ る。 ここ

では子供が 「お父 さん」 「お母 さん」を どの よ う

に評価 しているか， また父母はそれぞれ どの程 度

「授 業参観」 に出席 しているか を，子供の 目を通

して問 うてみる。 さらに子供は，親 との間に どの

程度 の コ ミュニケーシ ョソを確立 しているのか，

また どんなことを して貰いた いと思 っ て い る か

を， 明 らか に しようとす るIbbr親 子 の コミュニ

ケーシ ョン」 の項 口を設け る。 さらに親は子供を

どの ように しつけて いるかを探 るIbc「 親 のしつ

け」を設け る。 ここに は 「親 の しつけ」一般 のき

び しさを問 い， また具体的には 「食事 の しかた」

「帰宅時間」「ね る時間」について，親が どの程度

子供に注意を与えてい るかを，明 らかにする。

 次 にIbdr親 と子供の友人」では，親 が子供の

友 人に対 して どの よ うな態度 を取 るか を考xる 。

そ してIbeで 「受験勉強」 とい う子供 の難 関に，

親 は どの ような態度 を示すかを，子供 の 目を通 し

て調査す る。最後 にIcr兄 弟 」 の関係を 明 らか

にす るのである。

 II)自 己

 こ こではIla「 ス ポ ーツ」 への子供の態度 を見，

さ らにIIb「 恥 」意識が どの よ うに発達 してい く

かを見 る。IICは 「強い意志」である。 ここには

さらに 「忍耐」 と 「倹約」を項 目を 加}xて お こ

う。 さらに具体的 なIId r挫 折 状況」に直面 して，

どの ように子供 がこれ に対処す るかを見 る。 ここ

には 「気持 が傷け られた とき」 「反対意見に 出会

うとき」 「失敗 した とき」 「試験勉強 とテ レビ」

 「受験勉強 と私」な どの挫折状況が 含 まれ て い

る。IIeは 「私に とって一番大切な もの」を見，

最：後にII.fr私 の欠点」を見 る。

 皿)自 己 と他己

 こ こでは，三つ の レベ ルで他 の個人へ の態度を

明 らか にす る。第一一は心情 と しての 「思 いや り」

が稀薄 と考xら れ ている現代 の子供た ち のIII a

厂思 いや り」 のあ り方 を，明 らか にす る。第二 は，

IIIbr友 人 関係」で，「け んか」 した場合， 「友人

の難儀」の場合 の子供 の反応を見 る。 また 「話 し

合え る友人」が どの位いるか，お よび 「自分 の欲

しい友人」 を尋ねる。 第三は，IIIc r異 性 の理

解」 である。 ここには 「理想 の異性」像 と 「男 ・

女 のいい点，悪 い点」 「男女 の比較」を子供に述

べ させてみ る。

 IV)学 校

 学 校について も大別5つ に分けてみる。第1は

学校全体に対 して子供が どの よ うな評価態度 を持

っているかを尋 ねるIVa「 学 校 の評価」 である。

す なわち 「学校 の雰 囲気」 の評価， なぜ学校へ い

くのか(「 学校の 目的」)，「生徒 と して の自覚」な

どを問 うてみる。第2は ，IVb rき ま り」である。
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ここでは 「学校 の きま り」 と 「自分た ちで決めた

きま り」 に対 して， どの ような評価を持 ち， また

これ ら二つの きま りに対 して どの ような評価 の違

いがあるか を考 える。前者 は既成 の権威 と して の

きま りで，後者 は民主的手続 で採用 された きま り

である。第3は ，IVc「 学 校の付属物」(公 共物)

に対す る態度 を考axる 。 そ して第4に ，子供たち

が共 同です るIVd r掃 除 当番」 へ の態度を見 る。

第5は ，IVe「 学 校生活」であ る。 ここでは まず，

クラスの中での 自分 の 「人気」を 自己評価 させて

みる。また 「クラブ活動 ・部活動」への参加 また

は評価を問 うてみ るのであ る。次 は， 「学習の理

解度」 と 「先生へ の期待」及び 「通知表」への態

度を 問 うてみるのである。

調 査

Iv

方 法

 調 査 方法 は，昭和53年 度に，①閉鎖式文章完成

法 テス ト，② ラジオ ・テ レビ道徳番組の視聴後の

感想文 ・質問票分析，③略画法 テス トの三種を採

用 したが，本報告 は第1の 閉鎖式文章完成法 テス

トのみを取 り上げ るので， この テス トのみについ

て述べ る。詳細 は本稿末尾に資料1，2，3と して

付 したが，小2，X， Yの 三 種を上記基本的ス キ

ームに従 って作成 した
。小2は ，小学校2年 生用

で，低学年用 として用語 を易 しくし，且つ質問項 目

を26問 と少な くしてあ る。X， Yは 小 学生4年 ，

5年 ，6年 ，中学生2年 用 と し，X， Yそ れ ぞれ

49問 あ る。 コソピュター番号に移 していえぽ，1

間 中2項 目以上を含む もの もあ るので，小2は31

項 目，Xは59項 目， Yは57項 目あ る。 XとY共 通

問題があ り，37項 目がそれで，後はX独 自の もの

22項 目，Y独 自の ものが20項 目あ る。今，基本ス

キームと小2，X， Yの 問 題番号(括 孤内は コソ

ピューター番号)を 対応 させた表を以下に掲げ る。

1 家庭

Ia 家庭 生活

  家庭 の雰囲気 ：小2-2(9)，XI-2(9，10)；Y1-2

         (9，10)

  家 中 の 外 出 ：小2-12(23)；XI-22(35)；YI-

         22(34)

Ib

Iba

Ibb

Ibe

Ibe

Ic

II

II a

∬b

皿c

家 の 手 伝 い ：小2-5(12，13，14，15，16)；

      XI-6(14，15，16，17，18)；

      YI-5(13，14，15，16，17)

家 中で 一 番 の味 方 また は

一 番 厳 しい 人 ：小2-10(21)；XI-18(30)；

      YI-17(29)

親 子 関 係

父 母

お 父 さ ん ：XII-4(40，41)

お 母 さ ん ：YII-5(41，42)

お 母 さん の 労 働 ：小2-7(18)；XI-10(22)；

       YI一?(19)

お 父 さん の 授 業 参 観 ：YI[一8(46)

お 母 さん と授 業 参 観 ：X■ 一8(46)

親 子 の コ ミュ ニ ケー シ ョソ

私 の悩 み を 親 に ：XI-14(26)；YI-12(24)

親 に して 貰 い た い こ と ：小2-16(27，28)；XII-

          12(50)；Y皿 一11(49)

親 の しつ け ：YI-9(21)；XII-22(62)；YII-21

     (60)：XI-4(12)

 しつ け ・食 事 の しか た ・帰 宅 時 関 ・ね る時 間

Ibd 親 と子 供 の 友 人 ：XI-8(20)；YI-20(32)；

          XII-18(56)；YII-17(55)

  親 と受 験 勉 強 ：XII-25(65)；YII-25(64)

  兄 弟 ：X∬ 一1(37)；Y■ 一(37)

 自 己

  ス ポ ー ツ ：小2-1(8)；X工 一1(8)；YI-1(8)

  恥    ：XI-9(21)

II d

1[e

厂I

 

 
a

五

皿

皿

強 い 意 志 ：X 一：1-12(24)；YI-10(22)

忍 耐 ：XI-15(27)；YI-13(25)

倹 約 ：XII-2(38)；YII-2(38)

挫 折 状 況 の 対 処

 気 持 を 傷 つ け られ た と き ：小2-22(34)；

         X皿 一14(52)；Y皿 一13(51)

 反 対意 見 に 出 会 う と き ：XII-20(59)；YII-19

           (57)

 失 敗 した と き， 困 難 に ぶ つ か っ た とき ；

         XI-21(34)；YI-21(33)

 試 験 勉 強 とテ レ ビ ：X■ 一24(64)；YI[一23(62)

 受 験 勉 強 と私 ：XI-16(28)；YI-14(26)

私 に と って一 番大 切 な もの ：小2-18(30)；XII-9

            (47)；YII-9(47)

私 の 欠 点 ：YI-24(36)

自己 と他己

思 い や り ：XI-13(25)；YI-11(23)；



        塑4， 〉(■]173(39>..廴.YII二4(≦坦2)

皿b 友 人 関 係

   け ん か ：二2=4(11)；XI-5〈13)；YI-4

         (12)

   友 の 難 儀 ：X皿 一11(49)；YI-16(28)；

   話 し合 え る友=小2-21(33)；XII-13(51)；Y■ 一

         12(50)

  私 の ほ しい 友 ：XII-21(60，61)；Y∬ 一20(58，59)

皿c 異性 の 理解

  理 想 の 異 憐 ：小2-9(20)； 小2-19(31)；XI二17

         (29)；YI-15(27)

  男 ・女 の評 価 ：XI-20(32，33)；Y∬ 一15(53)；

         YII-7(44，45)；YI-19(31)；

         XII-16(54)；XII一?(44，45)

  学 校

Wa 学 校 の評 価

  学 校 の 雰 囲 気 ：'1`2-3(10)；XI-3(11) YI-3

         (11)

  学 校 へ い く 目的 ：小2-15(26)；XII-5(42)；

          YII-3(39)

Nb

Wc

Nd

IVe

一 児童 ・生徒の 「価値意識」調査プロジェクトー一  9

    上記問題番号と問題の内容については，末尾資

   料の調査票を参照 されたい。また問題番号の下に

生 徒 と して の 自覚 ：XII-15(53)；Y]1-14(52)

きま り

学 校 の きま り ：小2-13(24)；X工 一23(36)；YI-

      23(35)

み ん な で決 め た き ま り ：小2-23(35)； 冫(∬一17

          (55)；YII-16(54)

学 校 の も の ：生2-25〈i遅)XTI-23(63)；

      Y皿 一22(61)

掃 除 当 番 ：小2-26(38)；X：II-26(66)；

      YII-24(63)

      小2-17(29)；X皿 ：一6(43)；Yli-6

      (43)

学 級 生 活

ク ラス の人 気 ：少2=」鉦茸 追 一XI-7(19)；YI-6

      (is>

ク ラブ 活動 ， 部 活 動 ；XI-11(23)；YI-8(20)

学 習 の理 解 度 ：小2-11(22)；XI二19(31) 、i

      YI-18(30)

先 生 に して 貰 い た い 事 ：小2-24(36)；X]1-19

          (57，58)；YII-18(56)

通 知 表 ：少2=20(32)；X]1-10(48)；

      YII-148)

アソダーライソを引いておいた所は，小2とX・

Y， またはXとYと にわたって共通の問題である

ことを示 している。

           v

     調 査 対 象  i
                      i

 既述の 目的に添い，上記の方法を適用する対象

として，われわれは次のようなものを選んだ。

 小学校9校 ，中学校10校 を全国地区から選び，

小学校2年2ク ラス，4年2ク ラス，5年2ク ラ

ス，6年2ク ラス宛選び，また中学校は2年 生を

2ク ラス宛選び，小学生2690名(内 ，男1423， 女

1267)， 中学生837名(内 ，男483， 女354)， 計

3527名(内 ，男1906， 女1621)を 調査対象とし

た。

 地域別としては，大都市及び周辺(桃 井第一小

慶応幼稚舎，御幸小，日野第三小，飛鳥中，慶応

普通部，松本中，日野第四中)， 農村地区 (長倉

小，石森小， 堅倉小， 横瀬中， 中田中，美野里

中)，中小都市地区(朝 日小，NS小 ，紋別中，

NI中)の 三地区が区別されている。

 尚，表中，X(ま たはY)の 記号は，それぞれ

横に並ぶ男21，女20の1ク ラスにX調 査票(ま た

はY調 査票)を 適用 したことを示 している。

 因みに調査票，小2，X， Yそ れぞれを適用 し

た対象人数は，表3の 通 りである。

 そこで，基本スキームの細部項 目表内で，Xと

Yの 共通部分に関する調査対象は，2841名 となっ

ている。

          VI

    家庭 項 目に関 す る調 査結果

 本 調査報告 は，上述 の閉鎖式文章完成法 テス ト

の うち，家庭項 目のみについて述べ る第1報 であ

る。

Ia. 「家 庭生活」の結果

 まず 厂家庭 の雰囲気」を評価する問いを見る。

これは小2-2，XI-2，YI-2「 私 の家庭を
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表1

コ ン ヒ ュー

タ ー 番 号

01

02

03

04

05

06

07

os

09

小 学 校

桃井第一・小学校

 (東 京)

慶 応 幼 稚 舎
 (東 京)

御 幸 小 学 校
 (川 崎)

小 2

男

52

62

40

日野第三小学校
 (日 野)   37

長 倉 小 学 校
 (埼 玉)

石 森 小 学 校
 (宮 城)

堅 倉 小 学 校
 (茨 城)

朝 日 小 学 校
 (北海道)

総

NC小 学 校
 (長 崎)

計

32

23

41

33

36

356

女

41

24

45

33

41

20

48

34

44

330

小 4

男

18

18

30

31

21

21

19

22

15

17

i
⊥

一

-

亠

-
■

=

」■
亠

4

一

n◎

-
二

「

-■

18

20

女

23×

21Y

11X

12Y

22X

22Y

21X

17Y

21X

21Y

13×

13Y

21X

18Y

19X

17Y

20 119×

21 118Y

345 329

小 5

男

一
25

25

32

¶⊥

.

00

3

一

-

17

22

21

17

16

15

15

21

21

一
18

一
17

23

22

376

女

18×

18Y

llX

12Y

22X

20Y

23X

小 6

男

22

Q
」

】

0

1

り
4

00

一

〇
〇

20

17

23

23YI23

16X

15Y

1sx

15Y

22×

22Y

16X

17Y

21X

21Y

325

21

21

20

り
臼

一

Q
J

ー
工

」

-

尸
0

一

ρO

Q
ゾ

一

〇

-
⊥

」

-
■

-

 

り
白

346

女

16×

15Y

12×

12Y

20X

23Y

19X

18Y

20X

21Y

16X

 Y

17×

15Y

18×

18Y

12×

11Y

283

合
昌
一，口

335

341

328

321

294

185

303

276

307

 2690

(X1021， Y983)

一 口でい うと」であ り，その結果は，図1，2，

3，4，5で あ る。学年表記は，小学校2年 を小

2と し，同様に小4， 小5， 小6と する。中学生

は中2で あ り，数字は百分率である。全体 として

見 ると，小2， 小4， 小5， 小6は ， 「楽 しい」

が54%か ら60%前 後 あ り， 「全 く楽 しくない」 は

4.8%台 で低 い。 「ふつ う」の回答 も37%～40%台

で ，全体 として家庭が 「楽 しい」 と見るか， 「ふ

つ う」 と見る ものが多い。中2に なる と， 「楽 し

い」は45.1%と 激 減するが，「ふつ う」の評価は，

49.6%と 上 昇する(図1)。 男 女別では，各学年 と

もに女子は， 「楽 しい」 と答}xる ものが男子 よ り

高 く，小学生 では女子 は62～67%， 男子 は49～55

%
60

50

40

30

20

10

0

 
 
 
 
鰯撒ぎ
聯ノ

・崙」誌
妍
＼

4.8
丶 ：2.4  、隔轟

小2 小4

全 く楽しくない

：2.2     1 ，㌃，ノノ

・小5 小6

Y-2

5.2

中2

図1小2-2，XI-2

   私 の 家 庭 を 一 口に い うとく 全 体 〉
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表2

番

号

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

中 学 校

飛 鳥 中 学 校
 (東 京)

慶 応 普 通 部
 (横 浜)

松 本 中 学 校
 (横 浜)

御 幸 中 学 校
 (川 崎)

日野第四中学校

 (日 野)

横 瀬 中 学 校
 (埼 玉)

中 田 中 学 校
 (宮 城)

美野野中学校
 (茨 城)

紋 別 中 学 校
 (北海道)

NI中 学 校

 (長 崎)

総 曇

中 2

男 隊

20

20

47

47

25

26

22

22

(
》

 

(
V

¶
ユ

一

り
乙

Q
ソ

}

9

1
よ

[

¶
⊥

り
夕

，

-

り
9

一

り
9

3

一

り
4

り
白

一

り
ρ

21

23

22

23

483

19X

18Y

X

 Y

1?X

17Y

19X

18Y

22X

22Y

17X

17Y

22X

23Y

21×

20Y

20X

20Y

21X

21Y

354

合  計

77

94

85

81

83

72

88

86

84

87

 837

×418

Y419

表3
塁

x

「勹

一

686

1439

1402

%
60

50

40

30

表4

/㌦ 一67.5

62/

49

54
55.6

民 
 
 
 
 
 

如

し

41

紹

列

横

β
'加

 

3
 

 

 
 
丿
'
 
4

 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

鉱

 
 
'
 

 

 

、、

蕭

災

 
 
 
 
 
 
 
 

ノ

＼
鵬

 

丶
、読

4
＼
 

7
＼

4

 
 
 
 
 3

 丶峯しい(女)

  丶

   54.5
52，8

52.8

  ふつ う(男)

焔 楽・い(男)

図2小2-2，XI-2，

  私 の家 庭 を一 口に い うと く 男女 別 〉

%
20

10

a

小2 小4 小5 小6 中2

     YI-2

図3小2-2，XI-2，

  私 の 家 庭 を 一 口に い うとく 男 女 別 〉

Y

十きロ 3527

  i男

小2i 3561

女 碁
ロ

330 686

xl 779 6601439

771

7 楽しくない(男) 5.fr

・＼3227、 ，〆縦 な
い(女)

_一___1-5_.二 ：=i.5一一=10.7一.。 一__

!」、2   !a、4   4丶5   4、6   中2

     YI-2

Y 631 1402

%と な り，その差は10%以 上 ある。中2で は，男

女共に 「楽 しい」は激減するが，逆 に 「ふつ う」

の方が男女共に上昇す る(図2)。 厂楽 しくない」

は男女共に少ないが，男子の方 が女子 よ り僅か に

多い。小2， 中2の 男女が多少高い(図3)。

 地 域別では，大 都市及 び周辺地 区(60.2%)， 中

小都市地 区(53.7%)， 農 村地区(50.9%)の 順 で，

「楽 しい」 とい う回答率が並ぶ。大都市 の方に家

庭 を楽 しいとす る傾 向が見 え，農村地区は都市部

よ り低 い。 「ふつ う」 の回答は，農村が最高で，

中小都市，大都会 の順に低 くな る。「楽 しくない」

はどの地区 も僅少で，地域差は 見 られ な い(図

4)0



12

%
60
 
%
50

40

30

20

10

0

＼＼
レ 贓 ・い

  ./盆 丶 ・一一.._42，， 抑
i
37.2

図4小2-2，XI-2，

  私 の 家庭 を 一 口に い うとく 地域 別 ・全 体 〉

%
60

50

40

30

図5

          全 く楽しくない

2.6          2.7  _______3.7

大 都市    農村   中小都市

     YI-2

、
、

、
、

、
、

、
、

、
、

。
2

丶

68

・53
.1

   '

  /
  '

 /
His

    /
   /
  /
 r
29.2

大 都 市

、  ，6φ

55.8.

  61.6 
ノ' 楽しい邑(女)

 ' '

6●ρ

，劈 ・一 「 ；、 ふつう(男)

 44.8

     -41.7楽 しい(男) 42
へ

/ ＼   ＼

    ＼

     ＼      
32.9，オ}つう(女)

     ..__L..一    」__.-

      農村    中小都市

!亅丶2-2，XI-2

私 の 家庭 を 一 口に い うと〈地 域 別 〉

 さ らに地域別の中での男女別を示 すのが，図5

で ある。女子は 「楽 しい」 と回答する ものが大都

市に多 く，68.2%で 最：高である。次 に中小 都市 の

女子が61.6%， 農 村 の女子は55.8%で 最 低 とな

る。男子は，大都市53.1%と 女子 よ り低 く，農 村

44.8%， 中小 都市44.7%の 順 で，女子 と違 う型を

示す 。 「ふつ う」 は， 男子 の方が 多い。女子 では

農村部 に多い。

 次 に家族 そろって外 出す る度合を はか る小2-

12，XI-22，YI-22「 家 中み んなで 出掛け るこ

とは」 を見 る。結果 は図6か ら図10で あ る。「よ

くある」 の回答 では，全体 として小5が24.3%と

最 高を示 し，小4， 小2と 学年 の低下 と共に漸減
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  家 中 み ん な で 出 掛 け る こ と は 〈 全 体 〉
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し，また小6， 中2と 進 むに従い，漸減 している。

中2は 最低16.5%を 示 してい る。 「時hあ る」

は，上 述の 「よくある」.の略h逆 であるが，最 高

は小2の55.7%で あ る。 「ほ とん どない」 は，小

6が 最低の24.0%で ，全体 として 「よくある」 よ

り各学 年共に上 回 っている。そ して中2の 厂ほと

ん どない」 が28.9%で 最 高率を示 している(図

6)0

 男女 別(図7， 図8)を 見 るのに， 「よ くあ る」

と 「時hあ る」を加算 して， 「ほ とん どない」を

減 じた結果を以下に記 してみ よ う(表5)。

2小

5表

ほ

「

一

 十

」
ど溜

 

時
「

ー

一i

一i

 1

一

}

「

」
男
「女
嫐

塾

皿

=

小4 小5 小6 中2

52%44.2%147.6%50.2%46 .2%

48%44.7%39.塑4%36.7%

4一 一〇.58.51-3.99.5

 表5か らすれぽ，小2， 小5， 中2は ，男子の

方が女子 よ り高い傾向を示 し七いる。 とくに小5

男 子 と中2男 子家庭は， 女子 よ りそれぞれ8.5%

と9.5%ほ ど高い傾 向がある。一方 ，小4女 子，

小6女 子 は男子 よ り僅か上 回っている ように見 え

る。

 地 域別(図9， 図10)で は，小2に は 「よ くあ

る」が19～20%で ， 変化 はないが， 「時 々あ る」

は大都市60%， 農 村55%， 中 小都市46%の 順 に低

くな っている。逆 に 「ほ とん どない」 は大都市20

%， 農 村26%，'中 小都市：33%で ， 中小都市が最 高

である。中小都市家庭 は一家 で外出 しない家庭 が

3割 強 ある。小4以 上中2迄 の地域別(図10)で は ，

「よくある」 は大都市26.2%で 最 高，農村13 .5%

で 最 低を示 して いる。逆に 「ほ とん どない」は，

農村39.4%で 最 高，大都市20.7%で 最 低である。

これは農村の母親が毎 日働 きに出ている率の高い

ことと相応 してい る(XI-10，YI-7参 照)。

 次 に家庭の中で子供が どんな手伝いを， どの程

度 しているかを問 う小2-5，XI-6，YI-5

「家 の手伝いの うち，私 は」 を見 よう。結果 は図

11，12，13，14，15で あ る。手伝いの種類は，掃除 ，

食事 の手伝 い， お使い，風 呂の仕度，下の子の面

倒 であ るが， 「よ くす る」 とい う回答を取 り上げ

ると，全体 として風 呂の仕度 とお使いを除 き，学

年 の上昇 と共に手伝わな くな る傾向を示す。お使

いは，小5が 一番手伝い，優 等生的であ る。 また

風 呂の仕度では，小5が 最低で，小6， 中2は 再

び上 昇す る。全体 として子供たちが家の手伝いを

す る種類 の百分 率の順序 は，お使 いが最 高，食事

の手伝 い，風 呂の仕度，下 の子 の面倒 ，掃除 の順

に なって いる。子供 が手伝 う最 高の順位を 占め る

お使いでは，「よ くす る」は 「全 くしない」を全学

年にわた って凌駕 してい る。 「よ くする」 と 「全

くしない」ρ差は，小2(31%)， 小4(27%)，

'
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小5(36%)， 小6(31%)， 中2(18%)で ， 小5

が最 もよく手伝 うのに対 し，中2は 最低であ る。

食事 の手伝 いで は， 「よくす る」 「全 くしない」の

差 は， それ ぞれ21%，13%，16%，11%， 一12%

で， 小2が 最高，次が小5， 小4， 小6の 順で，

中2は ， 「全 くしない」が 「よ くす る」を上 まわ

る。 この傾向は，ほぼ 「下の子の面倒を見 る」場

合に も当ては まる。風 呂の仕度は，小2， 小4，

小5で は仕事 として難か しいので，「全 くしない」

が 「よくする」を上回 ってい る。

%
80

70

GO 60/

   ，停デ'80＼75
   ，'  !        時

hす る
 ，'
，”65

%
60

50

40

30

20

図13

        勢_型5
       /    時 す々る  5?    

_.  !噛、、  !

/  軸葹
49

     ai

39

35

34

 よくする

27

50

dO

30

Yo      8

   ・一'へ 《.尋/9く 、な、、
0   小2 小4 小5 小6 中2

 小2-5，XI-6， YI-5，

 家 の手 伝 い の うち， 私 は お使 いに い くこ とを

 く全 体 〉

図11

   23

20      18             
15全 くしない

・・1rrr'整 ÷ く 、くする

   _r.」__   1一_一_._1_   L__1._._0

   !亅丶2   !亅丶4   !亅、5   !亅丶6   _il2

 小2-5，XI-6， YI-5，

 家 の 手 伝 い の うち ， 私 は 掃 除 を く 全 体 〉

%
60

)Q

40

30

20

xo

52/

      製

舞2._/＼ ・紺 ・
'”       58          、56

32      29
          28全 くしない

   27   23/
          '

  .丿廴.避_._/、6よ くする11!        
12

  0  一…L一 一」」一一Ψt一一」一 一一L一     
!」丶2   4、4   41、5   4丶6   q」2

図12 小2-5，XI-6， YI-5，

   家 の 手 伝 い の うち ， 私 は 食 事 の 手 伝 い を

   く全 体 〉
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図14 小2-5，XI-6， YI-5，

   家 の 手 伝 い の うち ， 私 は お風 呂 の した くを

   く全 体 〉
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   家 の 手 伝 い の うち， 私 は お使 い に い くこ とを
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図17 小2-5，XI-6， YI-5，

   家 の 手 伝 い の うち ， 私 は お 使 い に い くこ とを

   く 女 子 〉
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図19 小2-5，XI-6， YI-5，

   家 の 手 伝 い の うち ， 私 は 食 事 の手 伝 い を く女

   子 〉

 次 に 男女別を見 よ う。図16，17，18，19，20，

21，22，23，24，25が そ れである。お使 いは男女

共学 年 と共 に減 少するが，小5女 子は40.3%で ，

よく手伝 いを し，逆 に 「全 くしない」 も，小5女

子 は2.5%で 最 低 である(図16，17)。 食 事 の手伝

いは女子 が 「よくす る」 ことが各学年共に男子 よ

り多 く， 「全 くしない」 も，従 って男子 よ り少 い。

と くに中2男 子 は 「全 くしない」が40.8%と 高

く，中2女 子 の5.1%と くらべ，著 し く異な って

い る。全体 として食事の'した くは，'女子型 の手伝

いのあ り方を示 してい る(図18，19)。 風 呂の仕度

では，男女がかな り接近 するが，中2男 子 の27.5
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   家 の手 伝 い の うち ， 私 は お風 呂 の した くを
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が 「全 くしない」 と答え，中2女 子の20.6%よ り

高 い(図20，21)。 下 の子 の面倒 も，女子の方が男

子 より各学年共にす る方が多い(図22，23)。 掃 除

も女子 の方が よく手伝 う。中2男 子は 「ぜんぜん
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   家 の 手 伝 い の うち ， 私 は 下 の 子 の め ん ど うを

   く男 子 〉
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   家 の 手 伝 い の うち ， 私 は 下 の 子 の 面 倒 を く女

   子 〉

しない」が22.8%と 高 くな り，女子 の5.6%と く

らべ て高 い。

 地 域別 は図26か ら31迄 に 示 してあ る。 と くに ：お

使 い，食事 の手伝 い，下 の子 の面倒だけを取 り上

げ ると， お使 いは，大都市 の男 より女が よく手伝

う。食事 の手伝 いは，女子 の方 が よく手伝 うが，

と くに中小都市 の男子 が 「全 く手伝わない」 もの

が 多い。下 の子 の面倒 では，農村 女 子 が よ くす

る。大都市 男子が他 に くらべ，多少高 い率を示 し

ている。
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   家 の手 伝 い の うち ， 私 は お使 い に い くこ と を
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図28 小2-5，XI-6， YI-5，

   家 の 手 伝 い の うち ， 私 は 食 事 の 手 伝 い を く男

   子 〉
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図29 小2-5，XI-6， YI-5，

   家 の手 伝 い の うち ， 私 は 食 事 の手 伝 い を く女

   子 〉
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 小2-5，XI-6， YI-5，

 家 の 手 伝 い の うち ，'私は 下 の 子 の 面 倒 を く 男

 子 〉

 次 に ，XI・ 一18「 家 族 の中で，私 に一番味方 し

て くれる人はJを 見 よう。結果 は，図32か ら36迄

に示 してある。一一番味方 して くれ る相手 は，偲 ：

33.3%， 父 ：27.1%， い ない ：17.0%， 祖 父 母 ：

12%， そ の他 であ る。母系中心型 の家庭観が伺え

る。学年別 ・全体で は，小2で ，父が母を僅かに

上 回るほかは，各学年共に母が父を押xて 一播 頼

りに されてい る。小6で ，少 し落ちるが，大体に

おいて母への信頼度は，学 年の進 む とともに高 ま

り， 中2で は42%と い う最 高値 に達す る。 受験
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 小2-5，XI-6， YI-5，

 家 の 手 伝 い の うち ， 私 は 下 の 子 の 面倒 を く 女

子 〉
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17
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社 会的 に重責 を負わ され ている世代 であ る。家に

帰 って も，子供 と交わ る気力 も，機会 もな くして

いるに ちが いない。図34～36は ， 男女別 の結果で

あ る。母 と父へ の態度を比較 した図であ る。男子

は，小4か ら父 より母に信頼をす る傾向を示 し，

中2の 段階 で， 父への信頼を示す ものが20%な

のに対 して，母へは39%と 高 くな る。女子は，各

学年共に，母への信頼が父への信頼を上回 ってい

るが，小5で40%と 高 くな り，中2で 父への16%
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図34 XI-18，

   家 族 の 中 で ， 私 に 一 番 味 方 に くれ る人 は

   く 男 子 〉
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図35 XI-18

   家 族 の中 で ， 私 に 一一.味 方 に し くれ る人 は

   く女 子 〉
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図33 XI-18，

   家 族 の 中 で ， 私 に 一番 味 方 を して くれ る 人 は

   〈学 年 別 ・全 体 〉

期 の中学生がいかに母を頼 りに しているかが示 さ

れ る。 父は， 小2で は30%と 高 いが，小4で 落

ち，小5， 小6で 少 し上 昇す るが，中2で は，19

%と 落 ちてい る。此 頃の父親は，40～50歳 台 で，
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図36 XI-18，

   家 族の中で，私に一・番味方 して くれる人は

   くいない〉
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に対 して，母へは，45%と 最 高の信頼度を示 して

いる。中2女 子 は，中2男 子 より一層 母を信頼 し

ている傾 向を示 している。

 図36は ， 味方が いないとす る回答であ る。男子

が女子 よりか な り上回 って いる。男子 は，女子 よ

り家庭 の中で孤立す るものが多い傾向を示 してい

る。

 次 に 「家族の中で一番厳 しい人は」を見 る。結

果は，図37～ 図39で あ る。 これ らは，上位 の三 回

答のみを挙げたのである。 この外に兄 ・姉 ・祖 父

母 ・妹 ・弟な どが挙げ られ ているが，少数 の百分

率で，分散 しているので， ここでは除 いた。全体

として男女共，父 よりも母を厳 しいとみて いる。

また 男子 は女子 よりも父を厳 しいと見 てお り， と

くに小6が 最高(41%)を 示 す。女子は男子 よ り母

を厳 しいと見 て， 同 じく小6が 最高(50%)を 示

してい る。 また女子は父を厳 しい と見 る，が小5

で 最高(32%)で ， 高学年化 と共に低下 し，中2で

26%と 最 低の値 を示 している。厳 しい人は 「いな
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図39 YI-17，

  家族 の中で，一番厳 しい人は〈③いない〉
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図40 YI-17，

  家族 の中で，…番厳 しい人はく男子 ・学年

  別 〉
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図31'YI-17，

  家 族 の中 で， 一 番 厳 しい 人 は 〈① 母 であ る 〉
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家族の中で，一番：厳しい人は〈②父である〉
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図41 YI-17，

  家族の中で，一番厳 しい人はく女子 ・学年

  別 〉

い」 の回答は，男子が女子 よ り多少 多い。 と くに

中2男 子 は中2女 子 よ り多い。図40，41は 男女別

に父母両者 に対す る結果を まとめ て書 き変 えた も

のであ る。男子 は小4， 小5で 母を厳 しい と見 る

が，小6， 中2で 父を厳 しい と見 るよ うに変わ っ

てい る。母への評価は学年にあ ま り関わ りない。

女子は小5が 父を，小6が 母を厳 しい とみなす こ

とが 多い。
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Ib. 「親 子関係」 の結果

 次 に親子関係を子供が ど う評 価 しているかを 問

うてみる。 こ こ に も，1-ba父 母 と子供，1-bb

親 子 の コ ミュニヶ一シ ョン，1-bc親 の しつけ1-bd

親 と子供 の友人，1-be親 と受験勉強 を入れ る こ

とにす る。

1-ba.父 母 と子供

 まずXII-4 「私 のお父 さんは<xら い ・ふつ

う・え らくない 〉」 の結果を見 よ う。それは図42，

43，44に 示 されている。 全体 と し て(図42)，

「}ら いと思 う」 のは，小4～ 小6ま でほ とん ど

変化 しないで，44%～46%あ るが，中2で36%に

減 少す る。 これに対 して 「ふつ う」は，中2で55

%と 上 昇する。 「え ら くない」 は僅かで変化 もす

くない。男子はrxら い」 と 「ふつ う」が小4か

ら小6ま でほぼ同 じ率で変 らないが(45%～49%)

中2で 一・挙に 「ふつ う」 が 「xら い」 よ り増す。
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図42 XII-4，

  私 の お 父 さん は(イ)<全 体>
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図43 XII-4，

  私 の お 父 さん は(イ)〈 男子 〉

女子 は， 各学年を通 じて 「え らい」 よ り 「ふつ

う」が高 く，やや醒めた 目で父を見てお り，中2

で は 「ふつ う」が58%を 示 し， 「え らい」 は35%
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図44 XII-4

  私のお父さんは(イ)〈 女子〉
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図45 XII-4，

  私 の お 父 さ んは(ロ)〈 全 体 〉
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図46 XII-4，

  私 の お父 さ んは(ロ)〈 男 子 〉
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図47 XII-4，

  私 の お 父 さ ん は(口)〈 女子 〉
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図48 XII-4，

  私 の お 父 さ んは(ロ)〈 地 域 別 〉

に低 下す る。

 次 に 「お父 さんはくや さ しい ・ふ つ う ・こ わ

い〉」 の回答を見 よう。結果 は図45，46，47に 示

され ている。全体 と して 「や さしい」は小4～ 小

6迄 変化せず， 中2で 減少(26%)す るのに対 し

て， 「ふつ う」は， 学年 の上昇 と共に増加 し， 中

2で と くに急増す る。 「こわい」は，小4～ 小6

で 漸減 し，中2で 少 し上 り気味 とな る。

 地 域別は 「お父 さんは(ロ)」 にのみ，多少の差

が見 られる(図48)。 父 のや さしさは大都市が最

高，中小都市が次，農村が最低であ り，厂ふつ う」

は逆 に農村が最 高である。 また 父が 「いない」 は

中小都市 に梢 多い。

 次 にYII-5「 私 のお母 さんはくや さ しい ・溶a

つ う ・こわ い〉(イ)」 を見 よう。結果 は図49～51

で あ る。 「や さしい」 は小4か ら小5 と少 し落

ちて，小6， 中2で 梢高 くな る。父親の場合 と逆

の傾 向を示す(図45， 図49)。 rこ わ い」は高学年

化 と共に減少す るが， これ も父への中2の 態度 と

反対であ る(図45， 図49)。 男 女別は，あ ま りな

く，女子は小6， 中2で ，男子 よ り 「や さしい」

と答える ものが僅かに多い。同 じく 「私のお母 さ

んは くえ らい ・ふつ う ・え らくない〉(ロ)」 の回

答は，図52～54で あ る。全体 と して 「え らい」 は

父に対する よ りは小学生 で低 く(図42と 図52参 照)

中2で 母親 の方 が僅か に高い。 男子は母 の 方 に

対 して よ り，全学年共，父 に対 して 「え らい」 の

回答が多い(図43と 図53)。 女 子 は，小学生では学

年 と共 に母 に対 して 「え らい」 の回答が漸増 し，
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図49 YII-5，

  私 の お 母 さ んは(イ)〈 全 休 〉
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図51
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図52 YII-5，

   私の お母さんは(ロ)〈 全体〉
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図53 YII-5，

   私 の お 母 さ ん は(ロ)〈 男子 〉
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   私 のお母さんは(ロ)<女 子>
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図57 小2-7，XI-10， YI-7，

  私 の お.母さ んは く男 子 〉
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図60 小2-7，XI-10， YI-7，

  私 の お 母 さん は く地 域 別 ・女 子 〉
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図58 小2-7，XI-10， YI-7，

  私 の お 母 さん は く女 子 〉
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図59 小2-7，XI-10， YI-7，

  私 の お 母 さ んは く地 域 別 ・男 子 〉

その率 も父に対す るよ り小5， 小6で 高 く， とく

に中2女 子は，父(35%)よ り母(44%)の 方 を

xら い と見 ている(図44と 図54)。 地 域別 では母が

 「や さしい」 は，農村が最：低で， 厂こわい」 は農

村が最高 となる(図55)が ， 他に地域差はない。

 次 に小2-7，XI-10， YI-7 「私 のお母 さ

んは く毎 日働 きに出る ・時h働 きに出る ・家にい

る〉」 の回答を見 よ う。結果 は図56～60で あ る。

これは人 口統 計学的 な基礎 資料 である。全体 と し

て毎 日出勤す る母親 は，小2が 最低 で次第 に上昇

し，小5で 最 高とな り，小6で 少 し落 ちるが，中

2で 再び上昇 し，26.5%か ら39 .7%を 示 してい

る。パ ー ト・タイ ムの出勤は学年上 昇 と共 に漸減

し，16.2%か ら9.2%に 減 る。職 を持たず，主婦

専 業の母親 は，平 均51.8%で ， 略半分 以上 を占

め，小4で46.8%と 僅 かに低下 して いる。男女別

では，毎 日働 きに 出るものは，男子 の母親 よ り女

子を持つ母親の方が，小5， 中2で 梢高い。主婦

専業 も，小5， 中2で 女子の母親の方が低い(図

56，57，58)。 地 域別では(図59，60)毎 日出勤者

は，男子の母親 が農村 に多 く(46.0%)， 女 子 の母

親 は中小 都市地区 に多い(47.1%)。 大 都市 の 母

親 は毎 日の出勤者 は最低で あ る(男27 .1%， 女

30.9%)。 パ ー ト ・タイ ムは地域差が な く，10%

台 で あ る。主婦 専業は大都市が最：高(男60 .4%，

女57.5%)で ，農村 男子 の母親が最低(39 .6%)

で あ る。

 次 にY■ 一8「 お父 さんは授業参観に」(図61，
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   お父 さんは授業参観にく全体〉
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図63 YII-8.，

   お父さんは授業参観にく女子〉
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62，63，64)とXII-8「 お 母 さんは授業 参観 に」

(図65，66，67，68)の 二 間を見 よ う。 「いつ も く

る」 の回答を，父 と母について見 ると，全体 とし

ては母 は，父 よ り遙か に参観す る率が高 い。すな

わ ち小4は 母45%， 父13%， 小5は 母43%， 父10

%， 小6は 母39%， 父5%， 中2は 母24%， 父1

%と 比 較 にな らないほ ど母 の方が高 い。子供 の教

育への関心 は，母 の方が はるかに高 いことがわか

る(図61， 図65)。 しか し学年が上 ると共に，参観

率 は父母共 に減少 し，父親 は中2で 零 に 近 くな

る。逆 に 「ぜんぜん来ない」を見 ると，小5は52

%と や や低いが，小6が65%， 中2が74%で 高 率

とな る。母親 も，中2で23%と な り，小学校の時

と くらべ，急上昇 してい る。 「時hく る」 は，父

親が小5で 最高 の38%で ， 他は小6， 中2と やや

減少す る。母親は小4の44%か ら出発 して，学 年

の上 ると共に上昇 し，小5，48%， 小6，51%，

中2，51%と な ってい る。

 次 に男女別では，男子の父親は，女子の父親 と

同 じよ うに学年が上 るに従 って 「いつ も くる」率
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   お母 さんは授業参観にく全体〉
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   お母さんは授業参観に〈男子〉
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   お母 さんは授業参観にく女子〉

が少 な くなるが，小4は ，女子 の父親 の方(15%)

が 男子 の父親(11%)よ り僅かばか り高 い。 厂ぜ

んぜ ん来 ない」 のは， 男子 の父親が小457%で ，

女 子の父親(52%)よ り梢 高い。小6と 中2の 女
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図68 XII-8，

   お匐 さんは授業参観にく地域別〉

子 の父親 の方が 男子 の父親 よ り僅か2%ば か り上

回る。 これ に対 して，母親 は父親 よ り来 る率が全

体 と して も高 い ことは，先述 した通 りであ るが，

そ の男女差を示す図 は， 図62，63，66，67で あ

る。今， 「いつ も来 る」 と 「時h来 る」を足 した

百分率を父母別 ・男女別の表に してみ ると，表6

の よ うにな る。

表6

瞥 陛 のX男 子の母 好 あ父1好 の毎

小4

小5

小6

中2

43%

41

34

26

73%

76

80

72

47%

46

35

24

83%

84

84

80

 表6に よれ ぽ，中2を 除 き，女子 の父親 は， 男

子 の父親 よ り授業参観率が僅か であるが高 い。 ま

た 男子 の母親 は，各学年共に女子 の母親 よ り授業

参観率が低 く，そ の差を とれぽ，小4で10%， 小

5で8%， 小6で4%， 中2で8%あ る。

 逆 に 「ぜんぜん こない」 とい う回答の表を作 っ

てみ よ う(表7)。

 表7に よれぽ，男子の父 と女子の父の授業参観

は，こない率 には変わ りが ないが， 男子 の母 は，小

学校段階で女子の母 よ り 「こない」率が少な く，

中2に な ると，26%と19%の よ うに逆 転 してい

る。今，図57と 図58か ら母親のパ ー トタイ ムとフ

ル ・タイ ムの労働率の和 と主婦専業率を，学 年別
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表7

学 年悌 子の父 男子殉 妥子の爻匿 の母

4丶4

5丶4

6丶4

2コ「

57%

47

62

72

8%

5

6

26

25%

48

64

74

10%

10

11

19

・男女別で列記 してみる と，表8の よ うになる。

 小2か ら小6迄 の母親の労働出勤率はあま り差

がないが，中2で は10%位 ， 女子の母親 の方 が出

勤率が高い。主婦専業 で も，小2か ら小6迄 は，

男子 ・女子の別は殆 どないが，中2で 急 に男子 の

母54.0%， 女 子の母45.2%の 相 違を示 し， ほぼ

8.8%の 差 をつけ ている。 この結果か ら見れぽ，

男子 の母 の方 が家 にお り，且つ 出勤す る割合が，

女子 の母 よ り8.8%乃 至10%位 低 く，暇が多 いに

も拘 らず，授業参観 の方が逆に8%も 低 くな って

いることにな り，興味あ る事実を示 してい る。

 最 後 に地域別を見 よ う。地域別は図64と 図68で

あ る。 「いつ も来 る」は，父親が農村地区で最高

16%， 大 都市4%， 中 小都市3%で 極端に低い。

この農村地区の高い傾向は，母親 も同 じで，農村

41%， 大 都市36%， 中 小都市31%で ， 中小都市の

参観率が一番低い。 「時h来 る」 は，父親 がやは

り農村46%で 最 高を示 し，大都市30%， 中 小都市

14%と 低 くなる。一方，母親 の方は，逆 に中小都

市54%で 最 高，次が農村50%， 大 都市45%で あ

る。 「いつ も来 る」 と 「時h来 る」 とを足 した率

を以下に挙げてみる(表9)。

 農 村地 区は，父 も母 も一番 熱心に授業参観 に出

席 してお り，次 に父親 は大都市 ，母親 は中小都市

が二番 目に出席 してお り， 父親 の出席率 の 最：低

表9

「いっも来る」+
「時h来 る」

大都市

父  母

34 81

農 村

父  慨

62 91

中小都市

父
.is

17 85

は，中小都市(17%)， 母 親 の最低 は，大都市(81%)

で あ る。

 1-bb.親 子 の コミュニケ冖シ ョソ

 次 に親子が コ ミュニケーシ ョンにおいて どのて

い どの繋が りを持 っ て い る か を見 る問いを考 え

る。 ここには3つ あ り，一 つは 「私 の 悩 み を 親

に」 伝えるか ど うか を問 う。 もう一つ は，親 に し

て貰いた い ことを父母が どの程度 して くれ るか ど

うか を明 らか に し，第3に 子供た ちが どんな こと

を親 に して欲 しいのかを 明 らかにす る も の で あ

る。

 そ こで早速，XI-14，Y1-12「 私 の悩みを親

に」を見る ことに しよ う。その結果 は，図69，70，

71，72，73に 示 してある。 まず全体を見 よ う。

「よく打 明け る」 は，小4の22.4%か ら出発 して，

小5で 僅か心持ち上 り気味にな るが，小6が19.5

%， 中2が11，4%と 学 年 と共 に急落 してい く。次

第に親 との コミュニケーシ ョソを断絶 してい く傾

向を示 してい る。「時h打 明け る」は，小4の55.6

%か ら小5， 小6(58.5%)と 僅か に上 昇 し，中2

で48.1%と 急 落 している。今 ， 「よく打 明け る」

と 「時 々打 明け る」 の和 を以下 に列記 してみる と

表10の よ うである。

表10

「よく打明る」+「 時h
打明ける」

1州 一州 小6!嗣
78.0 80.3 78.0 59.5

表8

小2-7，X1-10，

Y1-7

「毎 日働きに出る」+
「時' 働々 きに出る」

主婦専業(「家にいる」)

  小  2    小  4

髪子の噺 鯛 男子の啼 子魂

43

55

44

55

45.7

52.0

42.3

55.8

小  5

男子の母1好箜

50.8

47.3

53.2

46.2

小  6

男子の母1塑 母

46.4

51.9

45.6

54.1

中  2

男子の噸 の母

43.8  1 54.0

54.O  I 45.2
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   私 の 悩 み を 親 に く 全 体 〉
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図73 XI-14， YI-12，

   私 の 悩 み 親 に く 地 域 別 ・男 子 〉

 こ こでは小5が 最 高(80.3%)で ，小6>中2と

減 少 し，中2は59.5%と 急落す る ことが知 られ

る。中2の ほぼ40%が 親 に対 して貝 の ようにふた

を閉 じる様子 が見xる 。 このことは，逆 に 「打 明

け ない」 とい う回答に も示 されて いる(表11)。

表11

「打 明けない」

「小41小51小61中2

22.019.722.040.6

 中2が 全体 としても，親から独立 しようとする

姿勢を示 し，親によって自分の悩みを解決する従

来のパターンを避ける傾向が出ている(図69)。

 次に男女別を見 よう(図70， 図71)。 男子と女子

は，親に悩みを打明ける態度にかな りの違いを示

しているように見える。まず 「よく打明ける」の

回答では，女子は，各学年共に男子 より高い。つ

ま り女子の方が全体として男子 より親に自分の悩
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みを釘明ける傾向がある。 また男女共 に小4， 小5

の 児童が よく競 に打明ける とい う傾 向があるが，

小5女 子が小4， 小6の 女子 よ り多 く打 明け てい

る様子が見える。小4男 子は小5， 小6男 子に く

らべて，あ ま り差 はないが，僅か に多 くな ってい

る。男女について， 「よく打 明ける」 と 「時h打

明ける」 の和 と 「ぜんぜ ん打明ない」 を並 べた表

を作 って，両者 の差 を見 る ことに しよう(表12)。

表12

(四捨 五入)

① 「よく打明け 
る」+「 時h

 打 明ける」

② 「ぜんぜん打
 明けない」

4

一
女

小

一
男

73

2?

83

17

5

[
女

小

一
男
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13

小 6 中 2
  「            一

男1  女 男 女
  7
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2?

o-o

84155

16145

65

35

4666477446681030

 ① 「よく打明ける」 と 厂時h打 明ける」 の和 で

は，男子は小4の73%か ら小5の74%， 小6の73

%と な り，小5で 最高 となる。小学生段階 では，

7割 の男子が親 に悩 みを打 明け る。 ところが中2

男子 は，55%に 激 減 している。女子 は小4(83%)

と，コミュニケ・一シ ョンの高い度合か ら始 まって，

小5は ，87%と 最 高になる。小6で は84%と 減 少

し，中2女 子では65%に 急 落 している。男女共に，

小5の 段階で，親 とのEx-communication型 へ 移

行す る傾 向を示 している。 男女差 では，小5の 男

女差が13%と 一 番開 きを示す ことを除いてみ るな

ら， 男子 よ りもすべ て女子 の方が10%～13%ほ ど

多 く親に話す傾向があ る。上記 の傾向は，② 「打

明けない」 の回答で の男女差に も，示 されている。

すなわ ち，男子は小4が27%で ， 小5は26%と 減

少 し，小6は27%と な って あま り変化 しないが，

中2は 再び35%と 急 増す る。女子は，男子 と同 じ

く小5で 最小値13%を 記 録 した後に，小6が16%，

中2が35%と な って，中2で 最 大値 を示 している。

最後に① 「よ く打明ける」+「 時h打 明ける」の

百分率か ら，② 「ぜんぜん打明けない」 を差 し引

いた もの(① 一②)を 見る。 これを親 との コ ミュ

ニケーシ ョソをする タイプ としないタイプとの差

と考}る と，既述 した 男女差を物語 って いる。そ

して中2に なる と，男女共 に親 とコ ミュニケーシ

ョンを絶つ傾 向が大変強 くなるが， と くに 中2男

子 にその傾 向が強 くなっている ことが示 されてい

る。 中2男 子 は， ほぼ2人 に1人 の割合近 くで親

に対 して沈黙型 に変化 してい くが，中2女 子 は，

3人 に1人 が沈黙型セと変わ って いる。

 こ うした 中2男 子 の親 に対す るEx-communi-

cation型 の増加(「 ぜんぜん打明けない」 が45%)

の傾 向 は，われわれが既に見て きたXI-18厂 家

の中で一番味方 して くれ る人は」 の問 い に 対 し

て，中2男 子が20%「 い ない」 と回答 した ことと

符号を合わせてい る(図36)。 しか もすでに見た よ

うに，同 じ中2男 子の集団は，母親を家の中で一・

番味方 して くれ るとい う回答を39%寄 せ ているの

であ る(図34)。 こ うして中2男 子は，甘}x型 ，孤

立型，沈黙型 の特異な性格を帯びている ことがわ

か る。中2女 子の方は，中2男 子ほ どに孤立型 に

な っていない。中2女 子は甘x型 で，母親 に対 し

て一番味方 して くれる とみなす ものは，45%(図

35)で ， 父親には16%で あ るが，味 方 して くれる

ものは 「いない」 とい う回答は14%し か ない。 こ

こで も男子(20%)よ り低 い(図35)。 す でに女子

は小5で 親 へ密着す る態度 の最 高の山場 を越x，

次第に親 離れへの道 を小6か ら歩 み始めている傾

向があった ことを見 て きた。 しか も こうした移行

全体 の流 れで も女 子は，親 とコ ミュニケーシ ョン

を絶つ よ りは交信す る傾 向を， 男子 よ りも強 く維

持 していた のであった。

 次 に全体 と しての地 域別(図72)を 見 よ う。厂よ

く打 明け る」 は大都市 が最 高(21.4%)， 中小都市

(16.7%)， 農 村が最低(15.3%)で あ り，「時h打

明け る」 は農村が最 高(57.4%)， 中 小都市(55.3

%)， 大 都市(52.4%)の 順 である。「よ く打 明け

る」 と 「時 々打 明け る」 の和 は，大都市(73.8%)，

農 村(72.7%)， 中小都市(72.0%)と あ ま り変わ

りない。 「ぜんぜん打 明けない」 は中小都市が最：

高(28.1%)， 農 村(27.3%)， 大 都市最低(26.4%)

で ， これ も大差はない。ただ し地域別 ・男女差は

やや見 られ る(図73， 図74)0男 子 は， 「よく打明

け る」は農村最小(12.6%)， 大 都市最 大(16.4

%)で ， 「ぜ んぜ ん打 明け ない」 は，逆 に農村最 高
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(34.4%)， 中 小都市最小(30.8%)で あ る。女子の

方 は， 「よ く打明け る」が農村最小(17.9%)， 大

都市最大(28.4%)， 「時 々打明ける」は農村最高

(61.6%)， 中小都市 が次(55.4%)， 大 都市最小

(52.9%)で あ り， 「ぜんぜん打明けない」は，大

都市最小(18.6%)， 農村 が次(20.5%)， 中 小都

市最大(24.9%)で あ る。今 「よく打明ける」 と

「時h打 明け る」を加算す ると，大都市81.3%，

農 村79.5%， 中 小都市75.1%で ， 中小都市の親 と

娘 との コミュニケーシ ョソが一番悪 く な っ て い

る。

 次 に子供の要求を親が どの よ うに受け入れるか

をみてみ る。小2-16，X■ 一12， Y皿 一11を 見 よ

う。 まず小2-16 厂私 の してほ しい ことを，イ，

お と うさんは<1.な ん で もきいて くれる，2.と き

どききいて くれる，3.な んに もきいて くれない〉

：ロ，おかあ さんは<1. な ん で もきいて くれ る

2. と き どきき い て くれ る 3. な ん に もきい

て くれない〉」 の結 果を見 よ う。 結 果 は 図75，

76，77で あ る。図75に よれ ぽ， 父親 は， 男 子

(31.3%)よ りも女 子(40.1%)の 方 の要 求を 「な

んで もよくきく」傾 向がある。 「なんで もよくき

く」 と 「時hき いて くれる」 の和 で も，男子(93.

9%)， 女 子(96.1%)で ， 僅か であるが女子 の方 が

上 回わっている。「なんに もきいて くれない」は，

は，男女 とも僅かであるが，女子(3.4%)は 男子

(5.9%)よ り低 く，女子 に対 して父親 が甘 い傾 向

を裏 づけ ている。

図75
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  私の悩みを親にく地域別 ・女子〉
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大都市    農村   中小都市

  YI-12，

 一 方，図76は 母親の場 合である。 ここで も父の

；場合 と同 じ傾向があ り，女子(38%)は ， 男子(31

%)よ り 「なんで もきいて くれる」 母親 を多 く持

っている。 「なんで もきいて くれる」 と 「時 々き

いて くれる」 を足 した場 合は，男子(94%)， 女 子

(97%)で ， やは り女子が僅か に上 回わっている。

「なんに もきいて くれ ない」 も，男が6%に 対 し

て，女は3%と 低 い。地域 別では，父親 に差 異は

な く， 母親の場 合に多少出て くる(図77)。 「な

んで もきいて くれる」 とい う回答 は，農村 が44%

で 最 高，中小都 市31%が 次 に続 き，大都市 が29%

で 最 低 とな っている。 「なんで もきいて くれ る」
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  私 の してほ しいことを親はく全体〉

と 「時hき いて くれ る」 の和を見 ると，大都市が

95%， 農 村が97%， 中 小都市が92%と な り，農村

地区 で小2の 母親 は一・番甘い傾向があ り，次に大

都市，最後が中小都市 の順にな ってい る。 「なん

に もきいて くれない」が中小都市で8%， 大都市

と農村で同 じく4%で あ ることも，上記 の傾向に

対応 してい る。

 次 にXII-12「 私 の してほ しい ことを親 は」 を

見 よ う。 これは，前 述の小2-16の 問 いに連続 し

てい る問いであるが，小2は 父 と母を分けた のに

対 して，小4以 上中2ま でに適用 されるXII-12

は ， 父母を分けず，親 として一括 しておいた。 そ

の結果は，図78，79，80，81で あ る。 まず 図78に よ

って全体を眺めてみる と，「なんで きいて くれる」

とい う子供に 旨い親 は，小4が18%で 最 高 とな

り，学 年が進 むにつれ て，漸減 してい く。そ して

中2で11%と な って最低 に達す る。 しか し 「時h

きいて くれ る」 とい う回答 では，小4が 最低であ

っても78%と 高 率 であ り，そ こか ら小5を 経て小

6ま で漸増 し，小6は85%で ：最高 とな り，中2は

僅か下 って はいるが，84%と な お高い。今， 「な

んで も聞いて くれ る」 と 「時h聞 いて くれる」 の

和を表に してみ ると，表13の 通 りになる。

表13

1示41小51小61中2

瞥麟 妻際 階 」96%98%98% 95%

 95%以 上 の親 は，子供 の要求 を大体 きいて くれ

る甘い親 にな っている。 「なんに もきいて くれな

い」 とい う古 いタイプの親 は，小4(5%)， 小5

(2%)， 小6(2%)， 中2(5%)と 無 きに ひと し

い状態 である。 これを 男女別に示 した のが図79と

図80で あ る。全体 と して 男女差 は少ないが， しか
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  私 の してほしいことを親はく男子〉
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  私の してほしいことを親は〈全体 ・地域別〉

し 「時hき いて くれる」 では，小5を 除 き，女子

の方 が男子 よ り高い傾 向がある。今 ， 「時 々きい

て くれ る」 と 「なんで もきいて くれ る」 の和を，

男女 別で列挙 してみると，表14の ようにな る。

 表14で 見 れぽ，小4女 子 の親は，男子の親 よ り

7%余 計に子供 の してほ しい ことを きいて くれ る

傾向を示 し，小6女 子 の親は3%余 計聞いて くれ

98

る。 また 中2女 子 の親 は男子 の親 より6%余 計 き

いて くれ る傾向が見 られ る。小5女 子 の親だけは

男子 の親 よ りきいて くれ る率が僅かに少ない。逆

に 「なんに もきいて くれない」は，男子の小4，

中2の 親は7%で ， 小4， 中2の 女子の親(2%)

よ り5%高 い が， これ も上記 の ことに対応 してい

る。現代の親は，女子に対す る方が男子に対 して

よ り僅かだが甘い傾向があ る。

 地 域別では(図81)， 小4か ら中2迄 は， 「なん

で もきいて くれ る」 は大都市17%， 農 村12%， 中

小都市11%で ， 大都市の親 がやや甘やか し型 の傾

向があ り，中小都市 の方が少ない。 しか し 「なん

で もきいて くれる」 と 「時 々きいて くれ る」 の和

では，大都市96%， 農 村96%， 中小都市97%で 差

がな くなる。 「なんに もきいて くれ ない」 は，3

～4%で ， いずれ の地域 も低 く，差が ない。全体

と して甘やか し型 の親が 多い傾 向があ る ように見

える。

 次 に親に して も らいたい 内容が どんな ものかを

探 る問 いに入 ろ う。Y■ 一11「私 が親に して も らい

たいのは」がそれであ り，その結果は，図82，83
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  私が親にしてもらいたいのはく全体〉
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  私が親にしてもらいたいのはく女子〉
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  私 が親にしてもらいたいのはく地域別〉

84，85で あ る。図82は ，学年別 ・全体を示 して い

るが，その内容は， 「頼 み ごとを 聞いて くれ る」

が第一位 であ り，以下 「一緒 に遊ぶ こと」，「子供

扱いに しない こと」，「こずか いを くれ る こと」 が

続いている。 「頼 み ごとを聞いて くれ る」 は，小

4が57%で 始 ま り，小5(59%)， 小6(62%)と

上 昇 して，小6で 最 高であるが， 中2で52%と 低

下す る。 「一緒 に遊ぶ こと」を要求す るのは， さ

す がに低学年 に多 く，小4が 最 高の22%， 小5が

19%と 減 少 し，小6が15%， 中2で 最低 の6%に

なっている。 「子供扱 い しない こと」 は，子供が

次第 に親か ら独立 してい く傾 向を示 して いる。小

4， 小5の 段階 ではまだ少な くて9%に 留 まって

い るが，小6に な ると，14%に 増 加 し，中2で は

21%に 急 上昇す る。子供が一一人立 ち しよ うとい う

傾向は，小6か ら始 ま り，中2で 加速 されてい く

様子が伺xる 。

 以 上の問いを男女別に したのが，図83と 図84で

あ る。 「頼み ごとを聞いて くれる こと」を要求す

る回答は，全学年共に女子の方が男子 よ り高い。

と くに小4で 女子は63%， 男 子51%で ， 小5は 女

子66%， 男 子54%の 差 異があ り，中2で は女子60

%， 男 子46%と 差 が広が っている。 「一緒 に遊 ぶ

こと」 も，全学 年共 に女子の方が男子 よ り多 くな

っている。 もちろん学 年の進 むにつれて，女 子 も

その要求は低下するが，小6女 子 までは22%で ，

男子に くらべて，低 下の度合 が少ない。今学年 別

の男女の差 を以下に列挙 してみ よ う(表15)。

表15

一緒に遊ぶこと

女

1小4「 小41小61亜

男

女 一男

25

20

5

22

17

5

22

冖
9

13

ワ
●

一

『
0

2

 次に 「子供扱いしないこと」は，男子の方が小

学校段階で女子 よりかな り高い傾向があ り，男女

共に学年の進むに応 じて高 くなり，中2で 男女共

に21%と なって最高値に達する(表16)。

 男子の方が小学校段階でも 「子供扱い」に敏感

に反応するように見える。
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表16

子供扱いしな
いこと

4

一
女

小

房

12 4

小 5

男1女

1215

小 6

男 女

17111

中 2

男隊

21121

 最後に 「小遣いをくれること」を見よう。ここ

でも男女差はかな り現われている。一般に男子の

方が女子より小遣いに関心を示 している。今男女

別の表を作ってみると，表17の 通 りである。

表17

小 4 6

.
女

小

」
男

中 2

いずれも低いが，小4と 中2で ，男子の方が女子

より 「きびしくない」と考えるものが僅かに増え

る。 「ふつ う」の答は，全体では小5が 最低であ

るが，男女別では，男子が小5で 最低，女子が小

6で 最低 となる点，一学年ずれている。これに対

応 して，小6女 子の 「きびしい」の回答は二番 目

に多い。地域別でみると，中小都市が僅かに 「き

びしい」の答が多く，大都市が最低である。 「ふ

つ う」は農村が最高であるが，地域差はそれほど

ない。

 次の 「親のしつけ」の項 口は，YH-22 「親は

ノ」丶遣 い を も ら

うこ と

小 5

男図 男1女

16 7 1? 6 14 1

男

27

女

[

11

 男 子 は小学校段 階ですでに10パ ーセ ソ ト以上 の

要 求度 を もち，小5が17%と 高 くな り，中2で は

27%と 急 上 昇 している。小遣 いは， 自分 で 自由に

使 える点で，親か ら直接 干渉 されない行動 領域 を

広げる働 きをす る ように見 える。女子 も小学段階

では小4(7%)， 小5(6%)， 小6(1%)と 低 く

か った のが，中2女 子 で11%に 急 上昇 している。

 次 に地域 別を見 よう(図85)。 「頼み ごとを聞 い

て くれ ること」 は農村59%， 大 都市57%， 中 小都

市55%の 順 である。 「一一緒に遊ぶ こと」 は，中小都

市 が18%で 第1位 ，農村 と大都市 は14%で 並 んで

いる。 「子供扱 いに しない」 は，中小都市16%が

第1位 ，大都市14%， 農 村11%の 順 であ る。 「小

遣 いを くれ ることは」農村16%で 第1位 ，大都市

14%， 中小都市11%と 続 いて いる。

1-bc.親 の しつけ'

 次 に 「しつけ」を見 るYI-9， X且 一22， Y II

-21 ，XI-4 「親 の しつけ は」 を見 よ う。 まず

YI-9の 結 果 は図86，87，88で あ る。全体 とし

て 「きび しい」は小5が36%で 最 高，次が小4と

小5が 同 じで31%， 中2が23%で 最 低である。男

女別で も小5が 最高で， と くに男子は37%が 小5

で ，親の しつけが きび しい と評価 している。中学

生 のしつけが男女 ともゆ るくなる傾 向がある。「き

び し くない」の回答は5%台 で低 く，男女別では
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私 の食事の しかたを」 どの よ うに しつけ るか に関

わ る問いである。その結果 は図89，90，91，92で

あ る。全体 として 「行儀 よく食 べなさいとやか ま

し くい う」場 合は，小4， 小5が25%，24%で 変

化な く，小6で31%と 最：高にな り，中2で17%と

急 落す る。小6児 童に対 して親 は，d きび しく

食事態度を しつけてい る。「時hい う」 は50%～

52%台 で ほ とん ど学年 に関係せず に一定 し て い

る。 「あ ま りいわない」は，小6で 逆に最低の18

%と な り，中2で 最高30%を 指 している。中学生

には，あ ま り親 は しつけな くなる傾向がある(図

89)。 男 女別(図90，91)で は ，小4， 小5， 小6

男子 に対 して女子 よ りも，親 は「やか ましくい う」

ことが多い。 と くに小6男 子へ は35%の 親 がやか

ま しくい うのに，小6女 子へ は26%し か いわな

い。中2男 子には，15%と 急 減 してい るが，中2

女 子へは24%で ， ほ とん ど小6(25%)と 変 わ らな

い。食 事の しつけは，中学で女子に厳 しい。 「あ

ま りいわない」 は中2男 子が35%で 最 高であ り，

中2女 子25%と く らべて高い。 また小4女 子は30

%で 女子 の最高 である。 「やか ま しくい う」 と時

hい うの和を表に してみ よう(表18)。

表18

小 4

男1女

「や か ま し くい

う」 + 「日寺・々 し、 82

う」
70

5

…一
女

小

男

74 74

小 6 中 2

男
一1女

80 85

男」女

66 75

 表18で は ， しつけ を受け るのは，小4男 子(82

%)， 小6男(80%)が 高 く，小6女 子(85%)が

最 高である。最低 は中2男 子(66%)で あ る。

 地 域別(図92)で は， 「やか ま しくい う」 のは

大都市が最 高28%， 中小都市26%が 続 き，農…村が

最低で18%で あ る。 「あ ま りいわない」は逆に農

村28%， 中 小都市27%， 大 都市21%と な ってい

る。「時hい う」 は農村が最 高54%， 大 都市51%，

中小都市47%で 最 低 とな っている。 「やか ましく

い う」 と 「時/lい う」 とを 加算 してみると，表19

の ようになる。

 大 都市が僅かであ るが，…番 しつけをやか まし

くしている傾向が見 られる。

表19

i夫綱 農 村 ，，小諞

慧 瞽 しくいう」+「時 79

  1

72 1 73

 次 の 「親 の しつけ」 の項 目は帰宅時間(YII-

21)と ， 寝 る時間(XI-4)に つ いての しつけの

問 いであ る。 まず前者は， YII-21「 帰 宅時間に

ついて私 の親は」 であ るが， その結果 は図93，

94，95で あ る。 帰 宅時 間について 「よく注意す

る」 とい う回答は，全体 では学年 の進 む と共 に低

下 してい く。最 高は小4の40%で ， 最低 は中2の

24%で あ る。 「時 々注意す る」 は，小5， 小6が

共 に56%で 高 く，小4は47%， 中2は50%と 低 下

してい る。 厂よく注意す る」 と 「時h注 意する」
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の和 は，小4が87%， 小5が86%， 小6が82%，

中2が76%で ， 学年の進む と共に帰宅時間につい

て親はやか まし くな くな ってい く傾向があるが，

それで も中2で76%と まだ高率である(図93)。

 男 女別(図94，95)で は ，小4， 小5， 小6の

小学生段階では，学年の進 む と共 に男女共 「よく

注意する」 ことが減 少 してい くが，中2女 子では

再び上昇 して31%と な るのは，中2女 子に対する

親の心配を表わ し，男子に対するの と異なってい

る。 「時h注 意する」 は，小5男 子が最 高58%で

他 は低 下す るが，女 子は小6が58%で 最 高とな

る。 以上二つ の和 を列 挙 してみ よう(表20)。

表20

小 4

       男

「よく注意する」1
+「 時々注意す84
る」

小 5

女 男 女

89 87 84

小 6

男 女

78 80

中 2

男レ

70 78

 表20で 見 ると， 男子 は小5が87%で 最 高 とな

り，以後学年 の進む と共に減少 し，女子 は小4が

89%が 最 高で，あ と学年 と共に僅かつつ減少 して

い る。地域差はない。

 次 はXI-4「 寝 る時間について私の親は」の結

果を見 よ う。全体では小4， 『小5， 小6の 親の30

%前 後 が，「やか ま しくい う」 が， 中2に なると，

20%に 激 減す る。 「時hい う」は小4， 小5は 同

じ59%だ が ，小6と 中2で ， 上 昇 して共 に64%

で あ る。両者を足す と，小4(90%)， 小5 (89

%)， 小6(95%)， 中2(84%)で ， ねる時間は

84%か ら95%迄 ， 親は子供に注意を与えてい る。

「なに もいわない」は小4～5が10%で ， 小6が

5%と 低 いが，中2で16%と 上 昇する。 これは中

学生 と小学生の生活の質が違 って くる こと(た と

えば中学生が夜おそ くまでする受験勉強 の生 活)

に よるであ ろ う。男女別(図97，98)で は ，小4男

子(36%)， 小6男 子(35%)が 女 子(小4女 子26%，

小6女 子26%)よ りよく注意 され る。女 子は小5

が31%で 最 高であ る。中2男 子は22%で ， 女子

の17%よ り親 が 「やか ま しくい う」度合 が多い。

「時hい う」 は，男子 より女 子の方 が全学年共多

い。 「なに もいわない」 は，小5男 子(13%)で

小5女 子(8%)と 違 う点 がある。
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1-bd.親 と子供の友人

 次 に 「親 と子供の友 人」の項 目に入ろ う。子供

は友 人関係を通 して 自我 の独立を遂げ てい くが，

親が子供の友 人関係に どの よ うに関わ ってい くか

は，大変重要 な問題 である。 ここでは， こ うした

親 の子供 の友人関 係に対す る態度や対応を見 よう

とす るのである。 まず，XI-8，YI-20「 私 の

友だ ちが うちに くると」を見 よう。そ の結果 は図

99，100，101，102で あ る。全体 として(図99)，

親 は各学年共に子供 の友人を 「喜んで迎えて くれ

る」率が60パ ーセ ン ト台あ り，大体歓迎する親の

方が多い。学年毎の傾向 としては僅かに小5， 小

6の 親が小4， 中2の 親 よ りは歓迎型 である。「い

やがる」は各学年共に低 率で，小4が3.9%， 中

2は1%で あ る。 「どち らともいえない」 の回答

は，積極的に歓迎するので もな く，反対す るので

もない態度 で，子供に とってあま り心持 のいいも

のではないであろ う。 これは，小5が36.8%で

最 低 で中2が40.4%で 最 高であ り， これ もあま り

学年 毎に相違 はない。男女別(図100，101)で は ，

女 子の親 の方 が男子 の親 より各学年共 に僅かだが

歓 迎す る傾 向が ある。 また歓迎型 では男子 の親は

小5が 最高(60.4%)で あ るのに，女子 の親は小

6が 最高(64.7%)で あ る点で，学年が一・年ずれ

てい る。 「どち らともいxな い」は，逆に小5男

子 の親が最低(36.5%)で ， 小6女 子の親 が最低

(33.2%)で あ る。 「いやが る」 は男女共低 率で，

ほ とん ど変わ りはない。
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 地 域 別(図102)で は ，大都市に歓迎型 の親 が多

く，63.2%と 最 高であ り，次 が農村 の58.6%，

最 低が中小都市の52.6%で あ る。逆 に 「どち ら

ともいえない」は，中小都市の親が最高の44.5%

で ， 次が農村の38.8%， 最 低が大都市 の35.3%

で あ る。 この中小都市 ・農村 ・大都市の順は，「い

やが る」 とい う回答で も，低 率なが ら現われてお

り，中小都市3.0%， 農…村2.6%， 大都 市1.5%

とな っている。大都 市の親 と中小都市 の親 には，

子供の友人への歓迎態度にかな りの 相 違 が 見 え

る。

 次 にxr卜18「 友 だ ちつ き合 いのことを， 私 の

親 は」 の問いを見 よう。 その結果 は図103，104，

105，106で あ る。全体(図103)と して 「しょっ

ち ゅう口をは さむ」型 の親 は，全学年共 に低率で

10%以 下 であるが，その中でも小4と 中2が やや

高い傾 向がある。「時 々注意する」 は，小5が45

%で 僅か に高いが，全学年共 に42～45%台 で ，あ

ま り変化 がない。 「しょっちゅ う口を はさむ」 と

「時h注 意す る」を足す と，表21の よ うにな る。

妻.勿

図 小5小6i中1

∫廊 讒 与野 する」51% 49% 45% 50%

 こ こで も小4と 中2で50%を 越 え る親が，友

人関係に注意 し，干渉 してい るが，一 方 「あ ま り

口出 ししない」親 も多 く，49%か ら55%が この

不干渉の態度を取 ってい る。中で も小6の 親 は，

55%が この不干渉的態度である。友 人関係につい

て 自由に させてい る親の方が干渉型 の親 よ り，傾

向 として僅かに多い 目である。

 次 に男女別(図104，105)を 見 よ う。「し ょっ

ち ゅ う口をは さむ」親 は，男女共 に 低 率 で あ る

が，小4男 子，小5男 子 の方 が女子 より多い。「時

h注 意す る」 では，女子 の親 の方が 男子 の親 よ り

か な り多い。 ここでは男子 は41%～38%台 で ，ほ

とん ど変化 がないのに，女子 は小4女 子 の46%に

始 ま り，小5が51%で 最 高，小6が45%， 中2が

47%で あ る。今 「し ょっち ゅ う口をは さむ」 と

「時h注 意す る」 の和 の男女別 の表を作 ってみ よ

う(表22)。

表22

「しょっちゅう
口をはさむ」+
「時h注 意する」

小 4

男 女

52 49

小 5

男 「女
一

45 53

中
房

「

`

過

女

小
募

43 48

2

男i

46 55

 この表によれば，小4男 子は，小4女 子 より僅

かに多く友人関係について注意 されるが，後の小

5， 小6， 中2で は，女子の方が注意を受けてい

る傾向がある。男女差は，小5が8%， 小6が5

%， 中2が9%で あ り，中2女 子がとくに男子よ

り多く親か ら友人関係について注意されるケース

が多くなるのは，思春期を迎xて 男女関係が問題

になる年頃であるか らのように思われる。 「あま

り口出ししない」では，小4を 除いて男子の親の

方が女子 よりかな り多い傾向がある(表23)。

表23

あま り口出し
しない

小 4

男1女

45 51

小 5 小

男 女

54146

6

男 女

57152

中 2

男1女

55 45

 表23に よれぽ， 小5の 男女差9%， 小6が5

%， 中2が9%と 男子の親は，女子より子供に不

干渉の態度を取っている。地域差(図106)は 殆 ど

ない。現代の親は，傾向として子供の友人関係に

不干渉の態度の方が干渉する態度 より僅かに高い

ように思われる。
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 次 にYII-17「 友 だ ちか ら電話がかか ると， 親

は」 を見 よう。結果 は図107，108，109で あ る。

全体(図107)と して 「そばで聞いてい る」程度の
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   友 だ ち つ き合 い の こ とを 私 の 親 は く 男 子 〉
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   友 だ ち か ら電 話 が か か る と 親 は 〈 男 子 〉

関心を示す親 は低率であ るが，小4(13%)を 最

高 とし， 後は学年の進 む と共に減 少 す る。 次 に

「その内容を後で聞 く」 とい う親は，全体 として

高い率を示 している。 と くに小4(70%)， 小5

(73%)で ， 小5が 最高であ るが，小6で60%に

下 落 し，中2は50%に 急 落 している。广ぜんぜん

気 に しない」親 は，小4， 小5， 小6で は，それ

ぞれ21%，21%，24%と20%台 で あ るが，中2

で46%'に 急上 昇 している。

 今 ， 「そぼで聞いている」 と 「その内容を後 で

聞 く」 を足 した ，子 供の友人 関係に関心 を示す親
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は，表24に 示 される とお りである。

表24

1州 祠 小6$2
「そぼで聞いている」十
「その内容を後で聞 く」

83 79 63 53

 表24で 見 ると，全体 と して子供 の友人関係に関

心 を示す親 は，小4の83%を 皮 切 りに学年 の進む

につれ て減少傾 向に ある。 これ は 「ぜ んぜ ん気に

しない」 が学年 の進む につれ て増加傾 向に あるの

と裏腹 である。

 男 女別は図108と 図109で 示 され て いる。 「そ

ばで聞いている」 の回答 は，男女 の親 にあま り変

わ りがない。小4男 子 が小4女 子 よ り少 し高 いの

と，小6男 子が小6女 子 よ り少 し高い こと，お よ

び中2女 子が男子 よ り僅か に高い位 がちがってい

る。一方 ， 「その内容を後 で聞 く」 は，男女 でか

な り相違 している。一般的 に言 って，小4， 小6

は 男子の方 が女 子 よ り低 い。小4男 子 は61%， 女

子は70%， 小6男 子は64%， 女 子 は71%で あ る。

逆 に小5男 子は77%， 女 子 は68%で ， 男子 が高

く，中2男 子は54%， 女 子 は45%で ， 男子が高

い。今 ， 「そぼで聞いている」 と 「その内容を あ

とで聞 く」 の男女別の和 と， 「ぜ んぜ ん気 に しな

い」 の男女別の表 を以下に作 ってみ よう(表25)。
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   友 だちから電話がかかると親はく女子〉

表25

① 「そぼで聞い
 ている」十「そ
 の内容を後で
 聞 く」

② 「ぜんぜん気
 に しない」

4

・
女

小
募

76

23

80

19

小 5

躯
83 73

16126

小 6 中 2

男区 .劃 女

69 72 56

302743

50

49

o-o 536167473945131

 表25で は，関心を持つ親は，男子が小5男 子83%

を最高にして小6>中2と 次第に不干渉になって

いく。これは男子の友人関係に 「ぜんぜん気にし

ない」親の傾向に一致 している。女子の 厂ぜんぜ

ん気にしない」親は，学年と共に増加 している。

① 「そばで聞 く」+「 その内容を後で聞 く」の和

か ら，② 「ぜんぜん気にしない」を差 し引いた①

一②の値は，それほどの意味はないが，ざっと男

女の傾向を裏書 きするであろう。親は，小5男 子

の友人関係に最 も高い関心(67%)を もつ。次が

小4女 子が61%で ある。小6で は女子の方に関

心が向い，中2は 減少傾向とはいえ，中2女 子 よ

りは男子に注意を向けている。この傾向は，前間

XII-18「 友だちつき合いのことを，親は」の表22

とやや 矛盾しているように見える。 しかし表22

では実質的持続的な友人関係への親の干渉度が問

題 となるが，表25は ，単なる電話上の交際への親

の干渉度がテーマになっている点に，相違が出て

くるであろう。地域差は，この問いの結果にはな

い。

1-be.親 と受験勉強

 現代の子供に対 して，社会の側か ら直接に強い

イソパクトを押 しつける社会慣習または制度は，

入学試験であ り，それへの対応としての受験勉強

は，家庭生活と学校生活すべてにわたって子供の

生活態度，倫理観，価値観を特定の方向に押 しま

げる力をもっている。

 まず， 「受験勉強について親は」 どのような関

心を示 しているかを，YII-25で 問 うてみる。 そ

の結果は，図110，111，112で ある。全体として

「いつも話題にする」は，小4が24%で 最高で，



%
60

50

40

30

20

10

0

       ，4。話題にず。

44_』/

   37  _38  
/'卵.一 一へ ほとんど話題にしない

 ，'             、33'

       、、、
24         丶24
   19

11i-14
 いつも話題にする

..一し一一一.一一L_」一.一 _i一____」 一__幣 一__-

4、4   4、5   4丶6   月コ2

図110YII-25，

   受 験勉強について親はく全体〉
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小5(19%)， 小6(11%)と 低 くなるが，中2で

再 び14%と 頭 を もたげ出 してい る。「時h話 題 に

す る」 は，小4の44%を 皮 切 りに，小5の44%，

小6の51%， 中2の62%と ， 中学へ 向 うにつれ

て，必然的に増加 している。 この両方を足 してみ

ると，表26の よ うになる。

表26

「いつ も話題にする」+
「時 々話題にする」

1示4-1伺 小6「 中2

68 63 62 176

 表26に よれぽ，小4か ら小6ま で漸減 するが，

中2で 一拠に上 昇する。 しか しこの問題が小学校

で も60%以 上 の親の関心を惹 きつけている ことが

わかる。

 次 に 「ほ とん ど話題 に しない」 は，表26と はほ

ぼ逆 に，小4か ら小6ま で33%，37%，38%と 漸

増 し，中2で24%に 急 減 している。

 次 に男女別(図111，112)を 見 よう。 「いつ も

話題 にす る」 は，小4女 子 の親 が28%と 最 高を示

す が，女子 の親 は小5の12%， 小6の8%と 激 減

し， 中2女 子で11%と 僅 か に増加 して いる。 男子

は小4， 小5の 方が19%と 高 く，小6で13%， 中

2で16%で あ る。「時h話 題にす る」は，男子で

小5男 子 の30%が 最 低で，小6の46%， 中2の

58%と 急 増 してい る。女子 の親は男子 よ り一層 高

く，小4で44%， 小5の44%， 小6の56%， 中

2の67%で ，一 オ クターブ高い感 じがす る。 厂ほ

とん ど話題に しない」 は，男女共 学年全体で よく

似 たパ ターンであるが男子の親 の方 が全学年共 に

高い。地域差 は見 られ ない。

 こ うした受験戦争時代 には，親 の方 も，意識的

無意識的 に子供 の勉学 の尻をたた きた くなる。 こ

うした親 の態度 に，子供は どの ように 反 応 す る

か。X■ 一25「 勉 強 しな さい と親がい うと」 は，

こ うした子供 の反応を見 る問いであ る。そ の結果

は，図113，114，115，116に 示 されてい る。全体

と してみ ると(図113)， 「す なおに勉強す る」 は，

低学年ほ ど高 く，小4の43%， 小5の42%， 小6

で36%と4割 り方が素直に親の言 うことを聞いて

い る。 しか し学年 の進むにつれて低下 し，中2は
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26%に 低下している。それで も 「いやいや勉強す

る」 ものが，全学年を通 じて，ほぼ変 らずに44%

あるのは，中学段階迄は，まだ親のい うことを聞

く傾向が残っているのと，何 よりもまず受験戦争

という来たるべき戦争が子供たちの生活に侵透 し

ているか らであろう。 「素直にする」と 「いやい

やする」とを足すと，表27の 如 くになる。
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表27

1示41示5『 ヨ：r一

「すなおにする」+
「いやいやする」 87 187 80

中2

70

 表27も ， 上記 の傾 向を裏書 きしてい る。

 一 方 「勉強 した くな くな る」 のは，小4の13%

を 最 低に して，小5の14%， 小6の20%と 上 昇

し，中2の30%で 最 高にな る。受験戦争がなけ

れば， この傾向は もっと高 くなるにちがいない。

 次 に男女別(図114，115)を 見 よ う。 まず 「す

なおにする」 は，小4女 子の48%と 高 い数値 を

除 けば，小5で 男女同 じ40%， 小6で は男子45

%， 女 子25%と 逆 転 し，中2男 子29%， 中2女 子

22%と な り，大体 男子 の方が女子 よ り素直 に勉強

している。 「いやいやする」 も，小4女 子の47%

と い う高率 を除け ぽ，大体 男子 の方が女子 よ りい

や いや なが らも勉強 している。逆 に 「勉強 した く

な くなる」 は，小4女 子を除 き， 女子 の 方 が 高

く，女子 の親へ の反抗心 は男よ り高い。

 地 域別(図116)で は ，「すなおにす る」 の答は

農村40%で 最 高，大都 市36%， 中小都市31%の

順 であ る。 rい やいやす る」は，中小都市が最高

の51%， 次 が大都市45%， 農 村 は39%で 最低 で

あ る。 「すなおにする」 とrい やいやする」 を足

す と，中小都市82%， 大 都市81%， 農 村79%で

大 差な くなる。 「勉強 した くな くなる」 は，あ ま

り差はないが，農村22%で 最 高，大都 市19%，

中 小都 市18%の 順 であ る。
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1-c.き ょ うだい

 家 庭 の中の最後 の項 目は， き ょうだ いであ る。

最近 はき ょうだ い関係が稀 VY¥...なって き瘴 とい う

印象があるが， ど うであ ろ うか。YII-1 「私 は

き ょうだ いと」 の結果 は，図117， 図118， 図119，

図120で あ る。 「よく遊 ぶ」 は， 低 学年 程高 く，

高学年 になると低 くな る。 す なわ ち， 小4が39

%， 小5が37%， 小6が27%， 中2は さらに低

下 し，22%と な っている。 逆 に 「あ ま り遊ぽな

い」は，低学年程低 く，高学年にな るにつれて高

くな る。すなわち，小4の24%に 始 ま り，小5

(26%)， 小6(35%)， 中2で38%で あ る。 「時

h遊 ぶ」 は，小4が36%で 学 年 と共 に漸増 し，中

2で41%と な る。 「よく遊ぶ」 と 「あ ま り遊 ぽな

い」 の率が逆 転す るのが，小6の 段階 である。 男

女別 は 図118と 図119に 示 され ている。 厂よく遊

ぶ」 は，小4男 子が小4女 子 よ り8%低 い外 は，

大体 男女が 同 じ傾向であ る。 これに対 して 「あ ま

り遊ばない」は，男子 の方が全学年 を 通 じて 高

い。男子だけを見 ると， き ょうだい同志で遊ばな

い男子は，小4， 小5で それぞれ24%，25%あ る

が，小6で は急増 して37%に な り，中2も36%

の 高 率を示 す。 これに対 して，女子は，小4が19

%で ， 小5の22%，'小6の25%， 中2の29%と

漸 増 してい く形 であ って，女子 も学 年 と共 に孤立

型 に向 うが，男子 の37%台 と くらべ，女子 は最

高で も29%で あ る。男子の方 が き ょうだ い同志

で も孤立型 の傾 向が見xる 。今 ，学年 別 ・男女別

の表28を 以下に記 してお く。

表28

小 4' ノ」丶5ノ 」丶6 中 2

男1女 男 「女 男 女 男1女

よく遊ぶ

時h ぶ

3139343325241918

323230.3932383143

あま り遊ぽ剣24119125122「3?258629

謡 壁11894411118

 「時h遊 ぶ」は，小4ほ 同一であるが，小5か

ら中2迄 ，女子の方が男子 よ り高 く，やや漸増気
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味であ る。

 地 域別(図120)で は， 「よ く'遊ぶ」 と 「あ ま り

遊ばない」は，地域差がない。ただ 「時 々遊ぶ」

の回答は農村が高 く (42%)， 大 都市(33%)， 中

小都市(31%)が や や低い。

 次 にX■ 一1 「私 は き ょうだいげ んか を」 の結

果をみ よ う。結 果は，図121，122，123，124で あ

る。けんかを よくす るのは， き ょうだいの仲がか

な りよい，あるいは コ ミュニケーシ ョソが よくあ

る ことを意味 しているであろ う。 また 「あ ま りし

ない」は，仲の好い き ょうだいである場合 もある

し， また交信が とだxが ちの き ょうだい同志の関

係である こともあろ う。全 体 とし て み る と (図

121)， け んか を 「よくす る」 とい う答xは ，低学

年ほ ど多 く，高学年ほ ど低 くなっている。小4で

62%， 小5， 小6で52%も あ ったのが，中2で

38%に 低 下 している。 これに対 して，「時 々す る」

は学 年の進 むに従 ってほぼ上 昇 している。す なわ

ち，小4の22%， 小5の28%， 小6の27%， 中

2の34%で あ る。 「あま りしない」 は，小学生 で

は10%台 で変 らず ，中2で20%に 急 上昇す る。

 男 女差(図122， 図123)は ど うか。rよ くする」

は，小4で は男女共 に62%あ るが，小5， 小6で

男子が女子 に くらべ，落込みが急で，小5男 子46

%， 小6男 子45%で あ る。女子 は小5女 子59%，

小6女 子61%と まだ高率であ る。中2女 子では じ

めて45%と な る。「時 々す る」は，小5男 子が32

%(小5女 子 は23%)で あ ることを除けぽ，男女

差 は少 ない。 「あ ま りしない」 も，小4男 女はほ
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ぽ同じであるが，小5， 小6， 中2で 男子は漸増

してい くのに，女子は小6ま で落ち，中2で15%

に昇るだけである。男子の方が女子にくらべ無口

で，孤立型の傾向が見えよう。

 地域別では(図124)， ほとんど差がないが，農

村と大都市に 厂よくけんかする」率が，中小都市

より少し高い程度である。

 最後に子供がprimary groupの うちでも最 も

原緒的人間的結合である家族関係か ら， どのよう

な形で離脱 し，独立を次第にかちとってい くかを

見るために，本来は 「自己」の カテゴ リに属する

小2-18，XII-9， Y II-9 「私 に とって一 番大

切 な ものは」 の問いを見る ことに しよ う。なぜな

ら， この問いは， タテ関係の家族 中心の価値意識

か ら， どの ように離脱 して， ヨコ関係を示す友 人

関係 ・人間関係に移行 してい くか を如実 に示す問

いだか らである。

 こ の問いの結果 は，図125，126，127，128に 示

され ている。全体(図125)と して，子供た ちが最

も大切 であると意識 されて いる対象 は，いぜ んと
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して親 ・家族であ る。 と くに低 学年になるほ ど，

この傾向は強 く，高学年になるほ ど， この傾 向が

弱 くな ってい く。小2で は79.2%も 家 族 ・親 中心

であるが，小4で59.9%に 減 り，小5で57.2%

小6で47ｰ!と1/2を 切 って しまい， 中2で は31.4

%と1/3に 下 落 して い く。そ こで子供 の価値意識

において，親，家族を 中心 とす る傾 向は，小6段

階 で過半数を割 ることにな る。子供た ちの第2の

関心事 または大切 と考xる ものは， 自分の生命 ・

自分であ る。 これは小2の 段階か ら11.1%あ り，

17%を 越 えない範 囲で中2ま でほぼ各学年毎に見

られる。第3位 を占める ものは，思いや り，や さ

しさである。 これ は学年 の進 む毎に 漸 増 し て い

く。小2で は零であ った ものが中2で は17.8%ま

で漸増 する。次 が友人 である。 これ も思 いや りと

同 じく，低 学年か ら高学年にかけて漸増 してい き，

中2で22.0%と 上 昇す る。親 ・家族 は，子供 にと

って先天的関係であ ると共に，父 と子 ・母 と子 の

よ うに，あ るいは兄弟 ・姉妹 のよ うに タテ構造の

人間関係であ るが，思いや りとは，対等な他者に

向ける心情である し，友 人は もちろん対等な ヨコ

構造 の人間関係である。そ こで，親 ・家族を中心

とした先天的 タテ構 造中心の価値意識か ら，思 い

や り，友 人を中心 とす る後 天的 ヨコ構造 の価値意

識 に， どの段階 で移行す るか ，を見 るた めに思 い

や りと友 人とを加算 した もの と，親 ・家族 の率だ

け を示す 図126を 作 成 してみた。 図126に よれば，

親 ・家族 を大事 とす る意識 と，友人 ・思 いや りを

大事 とす る意識 が逆転す るのは， 中2の 段階であ

り， タテ型意識 は31.4%に 減 り， ヨコ型 意識は

39.8%に 増 加す るのであ る。中学段階で， こ うし

た タテ構造 と ヨコ構造 の人間関係が交錯 し，つい

に友人 のよ うな対等の人間関係を親 ・家族 よ り優

位にお く価値意識 が成立 しは じめる こ と が わ か

る。

 これを男女別で見てみ よ う。その結果 は，図127

と図128で あ る。 この両 図で見 る と，親 ・家族を

中心 とす る タテ構造的価値意識を，小学校段階 の

前半 の小2， 小4， 小5で は女子 の方が 男子 より

もか な り多 く維持 している。 しか る に 小6に な

る と，女子 は44.5%k激 減 す るめに反 し，小6

男子 は48.4%と まだ タテ構造型を示 してい る。

中2に なる と，女子 は一層 このタテ構造型を減少

させ ，28.2%に 減 るのに対 し，男子は まだ33.1

%を 残 している。 また 中2女Jは ，友人，思いや

りを第1と す る ヨコ型構造 の価値意識を，46.6%

とほ ぼ1/2に せ まる勢いで持 ちは じめ るのに対 し

て，rlr2男 子 は，34.1%と 女 子に くらべ13.5%

も低 い ヨコ意識を もつのみである。女子は中学段

階ですでに タテ構 造を抜け切 りつつあるが，舅子

は， タテ(33.1%)と ヨ コ (34.0%)が ほ ぼ同一」

水準にあ り，一種 のambivalenceの 状 況に陥っ

ている よ うに見 える。

 こ うして中学2年 の段階 で，女子を先頭に して

家族 中心 の価値観を抜け 出 し，人間 の対等関係 の

価値観 を次第 に身につけて い くさまが読み とれ る

であ ろ う。

…

め

ー

と

ギ}

ま

 われわれは，家庭に関する子供の価値意識を見

てきた。これを以下のような箇条書 きにまとめて

みることができよう。

 1. 子供は一般に自分の家庭を楽 しいと見る傾

向があ り，とくに女子に多い。

 2.家 事の手伝いは小5が 最も高 く，いわゆる

大変 「よい子」であるが，それをこえては学年の

進むと共に減 り，中2で とくに減る。女子の方が

男子 よりよく手伝 う。

 3.子 供は父 より母を頼 りにナる傾向が強 く，

とくに中2は 圧倒的に母に依頼する傾向が高い。

 4. 中学生に孤立型が増xる が，とくに中2男

子は5人 に1人 の割合でこの型が出る。

 5. 現代の親は子供に甘い傾向が強い。

 6.親 のしつけは，小5が 最高で，あとは学年

の進むと共におろそかになる。

 7.子 供の友人に親は割方好意を示す。また友

人関係に口出ししない親は5割 位ある。小6女 子

の親は子供の友人関係に関心を示す傾向がある。

 8.受 験勉強は子供に対する精神 的圧 迫 とな

り，多 くのかげ りを与えている。

 9. 兄弟関係は，一般に中2で 交わ りを失 う傾

向がでてくる。
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10.家 族 とい うタテ型人間関係から友人などの

ヨコ型人間関係に関心を移 していくのは，小6か

ら始 ま り，中2で はづき り成立 して い く。 と くに

中2女 子 は中2男 子 よりこ㊧点 で進 んで いる。.
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ん
し
な
い
〕

 
 
3。
'お
使
い
に
い
く
こ
と
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

 
 
 
 
〔
イ
、
よ
く
す
る
ロ
、
時
kす
る
ノ丶
ぜ
ん
ぜ
ん
し
な
い
〕

 
 
4.
お
颪
色
の
し
た
く
を

 
 
 
 
〔
イ
、
よ
く
す
る
ロ
、
時
々
す
る
へ
ぜ
ん
ぜ
ん
し
な
い
二
、
風
呂
は
な
い
)

 
 
5.
肇
の
子
の
め
ん
ど
う
を

□ 曲 躡 匚 蛉 [ 了

〔
，
、
。
く
み
Q.
時
。
み
。
へ
ぜ
ん
ぜ
励
、
、
汽
下
の
子
は
咽

匚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
is

7.
こ
の
ク
ラ
ス
で
私
は
み
ん
な
か
ら

ー ウ 】 q ) 4 5

と
て
も
爵
か
れ
て
い
る
と
思
う

ま
あ
好
か
れ
て
い
る
と
思
う

ふ
つ
う
に
思
わ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
L・
う
と
倉
苙
た
な
L・
と
思
う

す
こ
し
き
ら
わ
れ
て
い
る
と
思
う

8.
私
の
te
aだ
ち
が
う
ち
に
く
る
と
、
藐
は

 
 
1.
響
ん
で
鐘
奴
く
れ
る

 
 
2.
い
や
が
る

 
 
3.
 
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

9.
私
が
吃
審
鷲
し
い
と
思
う
の
は
(1
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
0)

 
 
i.
み
ん
な
の
前
で
爨
襞
し
'た
り
知
ら
な
い
人
と
話
す
こ
と

 
 
2.
み
ん
な
の
前
で
失
敗
す
る
こ
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
..
一
.

 
 
3.
ス
タ
イ
ル
。
体
の
こ
と

 
 
4.
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
。
 
そ
そ
っ
か
し
い
こ
と

 
 
5.
つ
い
さ
わ
い
だ
り
、
ふ
ざ
け
た
り
す
る
こ
と

 
 
6.
龜
蜜
が
で
ぎ
な
い
こ
と

 
 
7.
別
に
な
い

[ 19 [ 1
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10
，
私
の
お
母
さ
ん
は

 
 
1.
蜘
の
よ
う
に
噺
き
に
出
て
い
る

 
 
2.
時
々
働
き
に
出
て
い
る

 
 
3。
家
Kい
る

 
 
4.
 
い
な
い

・
1.
ク
ラ
鋸
蘇
蔀
饑
は
私
に
と
玩

 
 
1.
生
き
が
い
の
よ
う
な
も
の

 
 
2'
友
だ
ち
を
つ
く
る
'た
め
の
も
の

 
 
3.
そ
れ
ほ
ど
の
こ
ど
は
な
い

 
 
4.
や
っ
て
い
な
い

i2
人
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
い
る
人
を
見
る
と

 
 
.1
.と
'て
も
腹
が
立
っ
て
い
る

 
 
2.
時
々
 
腹
が
立
6て
い
る

 
 
3.
別
に
何
と
も
思
わ
な
い

13
.体
の
ネ
邑
雷
な
人
に
対
し
て
私
は

 
 
1.
一
い
つ
も
や
さ
し
く
し
て
い
る

 
 
2 
時
々
や
さ
し
く
し
て
い
る

 
 
a 
ほ
と
ん
ど
そ
う
い
う
こ
と
は
し
な
い

14
、
私
の
悩
み
を
親
に

 
 
：
L 
よ
く
 
う
ち
あ
け
る

 
 
2 
時
々
う
ち
あ
け
る

 
 
a 
ぜ
ん
ぜ
ん
う
ち
あ
け
な
い

15
，
み
ん
な
の
た
め
に
.が
ま
ん
す
る
の
は

 
 
：
1.
昌い
い
こ
と
だ

 
 
2.
撈
が
な
い
が
が
ま
ん
す
る

 
 
a 
い
や
だ

一
一
3一
一

[ 22 [ 盲 □ 鍋 n 25 [ 2f
i

□ 辨

 
 
じゆ
yt
iv
t，
lt
7

16
.受
験
勉
強
に
つ
い
て
私
は
(1
つ

だ
け
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

 
 
1.
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
Yc
な
：
り
そ
う
だ
。
こ
わ
い
感
じ
が
す
る

 
 
2.
 
し
た
く
な
い
。
い
や
だ

 
 
3。
.少
し
き
っ
い
が
仕
方
が
な
い

 
 
4.
あ
ま
り
悩
ま
な
い

 
 
5.
 
や
っ
て
も
い
い
。
が
ん
ば
る

 
 
6.
興
味
な
い

n 2
8

・
7.
私
の
い
ち
ば
ん
戦
難
の
爰
だ
ち
は
(一
つ
だ
け
・
㈱
て
く
だ
さ
吩
[

 
 
1.
や
さ
し
い
人
。
思
い
や
り
の
あ
る
人
  
 
 

★の
 
 
抄
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
29
  

2.
楽
し
く
明
る
い
ス
ポ
ー
ツ
々
ン
ら
し
い
人

 
 
3.
か
っ
こ
よ
く
て
ス
マ
ー
ト
な
人
『

 
 
4.
頭
が
い
い
人

 
 
5，
 
ま
じ
め
な
人

 
 
6.
強
い
人

 
 
z 
か
わ
い
い
人

 
 
&災
受
の
あ
る
人

 
 
9.
美
人

・
8.
家
族
の
中
で
私
に
場
赫
・
て
く
れ
る
人
は
ω
だ
ゆ
・
z<
t.
：
・
・
9[

 
 
1.
父
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
30

 
 
2，
母

 
 
3.
兄

 
 
4.
姉

 
 
5.
弟
・
妹

 
 
6.
.お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん

 
 
7.
 
い
な
い

一
4一
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ガゆ
こう
  
な
ら

19
.学
校
で
習
う
こ
と
は

 
 
1.
な
ん
で
も
よ
く
わ
か
る

 
 
2 
だ
い
た
い
：わ
か
る

 
 
3.
時
々
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

 
 
4 
よ
く
わ
か
ら
な
い
 
 
 
 
、

 
 
堤
こ

20
.男
の
い
い
点
.は
(二
つ
ま
で
，
え
ら
ん
で
く
だ
さ
い
o)
  
 
 

卸
尠
途
 
 

1.
活
動
的
な
こ
と

 
 
 
 
し
rと

 
 
2.
.仕
事
が
で
き
る
こ
と

 
 
 
 
腸
 
 

3.
力
が
あ
る
こ
と

 
 
 
 
シ
し
し
a 
 

4.
面
自
・い
こ
と

 
 
5.
 
か
っ
YL
い
い
こ
と

 
 
s.
勉
強
が
で
き
る

 
 
7.
優
し
い

 
 
8.
 
お
し
や
れ
だ

 
 
9.
 
別
に
な
い

21
.失
敗
し
た
と
き
私
は
. 
 
一

 
 
1.
反
省
し
て
や
り
な
お
す

 
 
2.
く
よ
く
よ
悩
ん
で
か
ら
や
っ
と
や
hな
お
す

 
 
3.
 
あ
き
ら
め
て
や
め
て
し
ま
う

22
 
家
中
み
ん
な
で
で
か
け
る
こ
と
は

 
 
1.
 
よ
く
あ
る

 
 
2 
時
々
あ
る

 
 
3.
ほ
と
ん
ど
な
い

 
 
iり
ヒ
5 
 
 
 
 
 
 
 
3i

23
.学
校
の
.き
ま
り
を
守
る
こ
と
は
私
に
と
っ
て

 
 
1.
と
て
も
大
切
だ
と
思
う

 
 
2 
あ
る
程
度
大
切
だ
と
思
う

 
 
3.
あ
ま
り
大
切
だ
と
は
思
わ
な
い

 
 
4 
は
ん
ぱ
つ
を
感
じ
る

一
5一

i
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□ 36

1.
私
は
'き
よ
う
だ
い
げ
ん
か
を

 
 
1.
よ
く
す
る

 
 
2 
時
々
す
る

 
 
3.
あ
ま
り
し
な
い

 
 
4 
き
よ
う
だ
い
は
：
い
な
い

2，
小
遣
い
を
も
ら
っ
た
ら
私
は

 
 
1.
す
ぐ
に
使
っ
て
し
ま
う

 
 
2.
 
た
め
て
お
い
て
ゆ
っ
く
り
使
う

 
 
3.
全
部
貯
金
し
て
し
ま
う

3，
人
{'
Kめ
い
わ
く
か
け
た
と
き
私
は

 
 
1.
あ
や
ま
る

 
 
2.
わ
る
か
っ
た
と
思
う

 
 
3.
.気
に
な
る
。
い
や
な
感
じ
が
す
る

 
 
4.
じ
っ
と
し
て
い
る
。
何
も
や
る
気
が
し
な
い

 
 
5.
あ
や
ま
ら
な
い
。
逃
げ
る

4。
私
の
お
父
さ
ん
は
(イ
と
ロ
の
両
方
に
Oを
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
)

イ
.

 
1.
 
え
.ら
い
と
思
、
う

 
2.
ふ
つ
う

 
3.
え
ら
く
な
い

 
4.
 
い
な
い

口
鑒

 
1.
 
こ
わ
い

 
2，
ふ
つ
う

 
a.
や
さ
し
い

 
4.
 
い
な
い

一
6一
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切 QQ

1a
 
私
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
話
し
合
zる
友
だ
ち
が

 
 
i.
 
た
く
さ
ん
い
る
.

 
 
2 
す
こ
し
い
る

 
 
a 
い
な
い

□ 瓢

1'
?.
み
ん
な
で
決
め
た
「
き
ま
り
」
を
破
る
の
は

 
 
1.
 
と
て
も
い
け
な
い

 
 
2 
あ
ま
り
よ
く
な
い

 
 
3.
大
し
た
こ
と
で
は
な
い

口 駈

 
 
 
 
 
 
 
廿

14
.人
K気

持
を
傷
け
ら
れ
た
と
き
私
は
(
・
一
っ
だ
け
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
o)

 
 
1.
し
か
え
し
を
す
る

 
 
2.
腹
が
立
っ
。
く
や
し
い

 
 
3.
泣
く
。
悩
む
。
し
よ
ん
ぼ
り
す
る

 
 
4.
逃
げ
て
し
ま
う
。
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
る

 
 
5.
気
Kし
な
い

 
 
{i
. 
わ
か
ら
な
い

15
.こ
の
学
校
の
生
徒
と
し
て
私
は

 
 
1.
 
と
て
も
よ
い
と
思
う

 
 
2.
 
ま
あ
よ
い

 
 
3.
ふ
つ
う
だ

 
 
4.
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
い
け
な
い
と
思
う

 
 
5.
ほ
ん
と
う
に
い
け
な
い
と
思
う

[
i
52 □ 脇

1&
 
友
だ
ち
づ
き
あ
い
の
こ
と
K，
私
り
親
は

 
 
1.
 
し
よ
っ
ち
ゆ
う
ロ
を
は
さ
む

 
 
2.
時
々
注
意
す
る
こ
と
が
あ
る

 
 
3.
あ
ま
り
口
出
し
を
し
な
い

19
.先
生
Kし
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は
(二
つ
ま
で
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
)

ヱ 2 3 4 5 6 7 8

い
っ
し
よ
に
遊
ん
で
ほ
し
い

も
っ
と
よ
く
勉
強
を
教
え
て
ほ
し
い

も
っ
と
話
し
が
け
て
ほ
し
い
广

え
こ
ひ
い
き
し
な
い
で
ほ
し
い

も
っ
と
き
び
し
く
し
そ
ほ
し
い

も
っ
と
甘
く
し
て
ほ
し
い

も
っ
と
 
自
分
に
目
を
か
け
て
ほ
し
い

相
談
Kの
っ
て
ほ
し
4+

[ ] 56 [ 57 [ ] 銘

xs
.女
の
わ
る
い
点
は
(一
つ
だ
け
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
)

 
 
1，
弱
い
こ
と

 
 
2.
泣
き
虫
な
こ
と

 
 
3.
馬
鹿
な
こ
と

 
 
4.
 
う
る
さ
い
こ
と

 
 
5.
灘
き
な
こ
と

[ 5
4

20
，
反
対
意
見
に
あ
う
と
私
は

 
 
1.
自
分
の
恙
覧
を
墅
援
す
る

 
 
2 
相
手
の
意
見
を
よ
く
聞
い
2霜
譱
を
出
す

a 
相
手
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
し
ま
う

[ 59

6.
お
L，
や
れ
な
こ
と

7.
別
に
な
い

∂

_.
g
._

一
10
一



2L
 
私
の
ほ
し
い
友
だ
ち
は
(二
つ
ま
で
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
o)

 
 
1・
自
分
を
い
4'
方
向
K引
っ
ば
っ
て
く
れ
る
人

 
 
2 
よ
く
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人

 
 
3.
い
っ
し
よ
'に
勉
強
し
て
く
れ
る
人

 
 
』
4.
か
っ
こ
い
い
人

 
 
5.
趣
味
の
同
じ
人

 
 
6.
 
明
る
い
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

 
 
7.
や
さ
し
い
人

2ゑ
槻
は
私
の
攤
の
し
か
た
を

 
 
1.
行
儀
よ
く
食
べ
な
さ
い
と
や
か
ま
し
く
い
う

 
 
.2
，
時
々
い
う

 
 
3.
あ
ま
り
い
わ
な
い

23
，
み
ん
な
は
学
校
の
も
の
を

 
 
1.
大
切
に
し
て
い
る

 
 
2.
あ
.ま
り
大
切
に
し
て
い
な
い

 
 
3.
ま
っ
た
く
大
切
に
し
な
野

 
 
4.
 
ま
っ
た
く
無
関
心
で
あ
る

 
 
 
 
 
し
1 
 
 
 
 
 
 
. 
' 
 
 
 
 
 
 
櫛
くみ

 
 
1.
絶
対
に
見
な
い

 
 
2時
々
見
る

 
 
3.
つ
い
見
て
し
ま
う
』
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'

 
 
4.
見
な
が
ら
勉
強
す
る

25
.勉
強
し
な
さ
い
と
親
が
い
う
と

 
 
工
 
す
な
お
K：
勉
強
す
る

 
 
2 
い
や
い
や
す
る

 
 
a 
勉
強
し
た
く
な
く
な
る

24
.あ
す
讌
が
あ
る
の
K.
.お
も
し
ろ
い
テ
Yビ
翻
莇
る
と
き
，
私
は
.

一
11
一
一

□ ・・ [ ] 、 ㎝ [ 」 硯 匚 63 [ 64 □ 6-

26
.私
は
掃
除
の
時

 
 
1.
 
よ
く
や
っ
て
い
る

 
 
2.
あ
る
て
い
ど
や
っ
て
い
る

 
 
3.
あ
ま
り
や
っ
て
い
な
い

 
 
4.
 
ま
っ
た
く
や
ら
な
い

21
.私
に
と
っ
て
も
っ
た
い
な
い
と
思
う
こ
と
は

 
 
(自
由
に
思
う
こ
と
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
)

2&
 
私
が
お
と
な
：
iz
な
っ
た
ら

 
 
(自
由
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。
)

一
12
一
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資
料
3(
小
4・
5・
6お

よ
び
中
2用
一
Y)

挈
囎

小
学
校
・
中
学
校

1.
霰
謀
後
私
は
ス
ポ
ー
ツ
を

 
 
1.
ほ
と
ん
ど
毎
母
の
よ
う
に
し
て
い
る

 
 
 
と
匙
ど
e 

2.
時
々
し
て
い
る

 
 
3.
め
っ
た
に
し
な
い

[ .」 ・

O O

嚀
劉

侮 組

し  め い

氏 名

， と ζ
男

シ ん な
女

害
き
か
た

 
こ
の
紙
を
め
く
る
と
，
い
ろ
い
ろ
な
質
問
が
な
ら
ん
で
い
ま
す
。
質
問
の

下
維
觴
い
く
つ
か
奠
答
え
糞
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
よ
h.
，
Li
tで
3t
Nあ
な
た

、
が
一
番
そ
う
だ
と
思
っ
た
答
え
に
○
を
?け
て
く
だ
さ
い
。
1下
の
例
の
よ
う

に
0を
つ
け
て
く
れ
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
'

〔
例
〕

 
私
の
一
番
す
き
な
た
べ
も
の
は

 
 
 
 
1。
 
ラ
ー
メ
ン

 
 
 
 
2。
 
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

 
 
 
 
3。
 
と
ん
か
つ

 
 
 
④
ハ
ン
バ
ー
グ

 
あ
な
た
が
こ
の
な
か
で
竺
醫
す
き
な
の
が
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ら
，
4に
④
の

よ
う
に
○
を
つ
け
て
く
れ
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

 
質
問
に
よ
っ
て
は
，
二
つ
○
を
つ
け
て
も
ら
ラ
も
の
も
あ
り
ま
す
が
，
こ

の
と
き
は
質
問
文
の
あ
と
に
二
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
L'
と
書
い
て
あ
り
ま

す
ゆ

2 
私
の
家
庭
を
一
口
で
い
う
と
(イ
と
卩
の
両
方
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

と
れ
か
ら
辛
は
献
し
な
い
で
く
だ
さ
L・
。

イ
.

 
1.
明
る
い
と
思
う

 
2 
ふ
つ
う
 
と
，思
う

 
3.
暗
い
と
思
う

3.
学
校
へ
い
く
の
は
私
に
と
っ
て

 
 
1.
と
っ
て
も
楽
し
い

 
 
2.
 
ま
あ
楽
し
い

 
 
3.
面
倒
だ
が
楽
し
い
こ
と
も
あ
る

 
↓
 
あ
ま
り
楽
し
く
な
い

 
 
5，
 
ま
っ
た
く
楽
し
く
な
い

4.
友
だ
ち
と
け
ん
か
し
た
場
合

 
 
1.
や
っ
つ
け
て
や
る

 
2.
し
ぼ
ら
く
絶
交
す
る

 
 
3.
無
視
す
る
。
相
手
に
し
な
い

 
 
4.
 
自
分
か
ら
は
あ
や
ま
ら
な
い

 
 
5，
困
っ
た
な
と
思
う
。
泣
い
て
し
ま
う

 
 
6.
話
し
合
っ
て
仲
直
り
す
る

 
 
7.
あ
や
ま
る
反
省
す
る

口  
1.
た
の
し
い
家
庭

 
2.
ふ
つ
う

 
3.
 
つ
ま
ら
な
い

匚 ・ 「 恥 [ 1
1

[ 1
2.

{i
li
!f
lI
 
 
 
1

1

a 
 
ｮ 
 
o 
 
ｮ 
 
o 
 
ｩ 
 
o

 
学
校
 
 
 
 
学
年
 
 
 
 
 
 
回
答
者
 
 
 
 
 
 
性
別

Y
一
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5.
家
の
手
伝
い
の
う
ち
私
は
(か
っ
こ
の
中
の
イ
、
R，
ハ
の
ど
れ
か
に
○
を

 
 
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

 
 
1.
掃
除
を

 
 
 
 
〔
イ
.よ
く
す
る
・
.麟
す
る
ハ
.ぜ
ん
ぜ
ん
し
な
い
〕

 
 
2.
食
事
の
手
伝
い
を

 
 
 
 
〔
イ
.よ
く
す
る
 
卩
.時
々
す
る
 
ハ
.ぜ
ん
ぜ
ん
し
な
い
〕

 
 
3.
お
伝
い
に
い
く
こ
と
を

 
 
 
 
〔
イ
.よ
く
す
る
 
ロ
.時
々
す
る
 
ハ
.ぜ
ん
ぜ
ん
し
な
い
〕

 
 
4.
お
風
呂
の
し
た
く
を

 
 
 
 
〔
イ
.よ
く
す
る
・
.時
・
す
る
・
・
.ぜ
ん
ぜ
ん
し
な
い
二
。館
は
な
い
〕

 
 
5.
下
の
子
の
め
ん
ど
う
を

 
 
 
 
〔
イ
.よ
く
み
る
ロ
.時
々
み
る
へ
ぜ
ん
ぜ
ん
み
な
い
二
.下
の
子
は
い
な
い
〕

s.
こ
の
ク
ラ
ス
で
私
は
み
ん
な
か
ら

 
 
1.
と
っ
て
も
好
か
れ
て
い
る
と
思
う

 
 
2.
ま
あ
好
か
れ
て
い
る
と
思
う

 
 
3.
 
ふ
つ
う
に
思
わ
れ
て
い
る

 
 
4.
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
目
立
た
な
い
と
思
う

 
 
5.
す
こ
し
き
ら
わ
れ
て
い
る
と
思
う

7.
私
の
お
母
さ
ん
は

 
 
1，
毎
日
の
よ
う
に
働
き
に
出
て
い
る

 
 
2.
時
々
働
き
に
出
て
い
る

 
 
3.
家
に
い
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『

 
 
4，
 
い
な
い

& 
ク
ラ
ブ
活
動
や
部
活
動
は
私
ii
と
っ
て

 
 
：
L生
き
が
い
の
よ
う
な
も
の

 
 
2.
友
だ
ち
を
つ
く
る
た
め
の
も
の

み
3，
そ
れ
ほ
ど
大
切
で
は
な
い

一
 
4 .
 
や
っ
て
い
な
い

顔
2一
・

□ B [ ] M [ 霊 口 賂 □ ” 口 ㎎ [ ] p [ オ

9.
 
i親
の
し
つ
け
は

 
 
1.
 
き
び
し
い

 
 
2.
 
ふ
つ
う

 
 
3.
 
き
び
し
く
な
い

10
.人
の
い
う
な
り
Kな
っ
て
い
る
人
を
見
る
と

 
 
1.
と
て
も
腹
が
立
っ
て
く
る

 
 
2.
時
々
腹
が
立
っ
て
く
る

 
 
3.
別
に
何
と
も
思
わ
な
い

11
，
お
年
寄
に
対
し
て
私
は

 
 
1.
 
い
っ
も
や
さ
し
く
し
て
い
る

 
 
2.
時
々
や
さ
し
く
し
て
い
る

 
 
3.
ほ
と
ん
ど
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い

12
.私
の
悩
み
を
 
 
K

 
 
1.
 
よ
く
 
う
ち
あ
け
る

 
 
2 
時
々
う
ち
あ
け
る

 
 
3.
ぜ
ん
ぜ
ん
う
ち
あ
け
な
い

13
.み
ん
な
の
た
め
に
が
ま
ん
す
る
の
は

 
 
1.
い
い
こ
と
だ

 
 
2.
し
か
た
が
な
い
が
が
ま
ん
す
る

 
 
3.
 
い
や
だ

一
3一
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爵

14
.受
験
勉
強
に
つ
い
て
私
は
(一
つ
だ
け
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

 
 
1.
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
り
そ
う
だ
。
こ
わ
い
感
じ
が
す
る

 
 
2.
し
五
く
な
い
い
や
だ

 
 
3.
少
し
き
つ
い
が
し
か
た
が
な
い

 
 
4.
あ
ま
り
悩
』ま
な
い

 
 
5。
や
つ
て
も
い
い
が
ん
ば
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0 
 
 
匙

工う
み

 
 
6.
興
味
な
い

15
。
私
の
い
ち
ぽ
ん
望
む
異
性
の
友
だ
ち
は
(一
つ
だ
け
○
を
っ
け
て
く
だ
さ
い
)

 
 
1.
や
さ
し
い
入
思
い
や
り
の
あ
る
人

 
 
2.
楽
し
く
明
る
い
ス
ポ
ー
ツ
マ
ソ
ら
し
い
人

 
 
3，
か
っ
こ
よ
く
て
ス
マ
ー
ト
な
人

 
 
4.
頭
が
い
い
人

 
 
5.
 
ま
じ
め
な
入

 
 
6.
強
い
人

 
 
7.
か
わ
い
い
人

 
 
8，
人
気
の
あ
る
人

 
 
9.
美
人

 
 
し
けん
  
 
 
 
 と
も
だら

コ
6.
試
験
の
前
に
友
達
に
問
題
の
と
き
方
を
聞
か
れ
た
ら
私
は

 
 
Y.
よ
う
と
ん
で
教
え
る

 
 
2.
し
か
た
が
な
い
の
で
 
ti
る

 
 
3.
自
分
で
や
れ
ば
よ
い
の
に
と
思
う

 
 
4.
 
と
と
わ
る

口 跖 [ ナ [ 毳
rl

・艨
蔟
の
中
で
私
に
一
番
pU
・
い
儒
(一

つ
だ
け
・
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)厂

 
 
1.
父
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宀
一
1  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
29

 
 
2.
母

 
 
3.
兄

 
 
4.
 
姉

 
 
 
シと
うと
いも
うと

 
 
5.
弟
 
妹

 
 
6，
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん

 
 
7.
. 
い
な
い

18
，
学
校
で
習
う
こ
と
は

 
 
11
.何
ん
で
も
よ
く
わ
か
る

 
 
2.
だ
い
た
い
わ
か
る

 
 
3.
時
々
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

 
 
4.
 
よ
く
 
わ
か
ら
な
い

19
.女
の
い
い
点
は

 
 
1.
優
し
い
こ
t

 
 
2.
美
.し
い
こ
と
 
き
れ
い
な
こ
と

 
 
3.
勉
強
が
で
き
る
ご
と

 
 
4.
お
し
ゃ
れ
な
こ
と

 
 
5.
仕
事
が
で
き
る
YV
と

 
 
s.
 
よ
く
世
話
し
て
く
れ
る
こ
と

 
 
7.
活
動
的
な
こ
と

 
.8
，
別
に
な
い

20
.私
の
友
だ
ち
が
う
ち
に
く
る
と
親
は

 
 
ユ
.喜
ん
で
む
か
え
て
く
れ
る

 
 
2.
 
い
や
が
る

 
 
3.
 
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

「 」 ・・ □ 訌 「 32
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YI
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21
.困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
私
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
fh
sく

 
 
1.
自
分
で
や
り
と
げ
よ
う
と
努
力
す
る

 
 
2 
人
の
助
け
を
借
り
る
こ
と
に
す
る

 
 
3.
あ
き
ら
め
て
し
ま
う

wa
s

22
，
家
中
み
ん
な
で
で
か
け
る
こ
と
は

 
 
1.
よ
く
あ
る

 
 
2.
時
kあ

る

 
 
3.
ほ
と
ん
ど
な
い

23
.学
校
の
き
ま
り
を
守
る
こ
と
は
私
に
と
っ
て

 
 
1.
と
て
も
大
切
だ
と
思
う

 
 
2.
あ
る
て
い
ど
大
切
だ
と
思
う

 
 
3.
あ
ま
り
大
切
だ
と
は
思
わ
な
い

 
 
4.
 
は
ん
ば
つ
を
感
じ
る

24
畢
の
い
ち
ば
ん
の
欠
点
は
←
“
つ
鮒
○
を
つ
け
て
く
だ
き
い
)

 
 
：
L'
お
こ
り
っ
ぽ
い
け
ん
か
を
す
る

 
 
2.
'わ
が
ま
ま

 
 
a 
い
た
ず
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
' 
 
 
 
 
 
・

 
4 
お
っ
響ち
ょ
こ
ち
ょ
い

 
 
5，
無
責
任
・

 
 
s.
'勉
強
が
で
き
な
い

 
 
7.
親
に
す
ぐ
反
抗
す
る

 
 
& 
な
い

口 ・・ n 3
4

[ 35 口 冨

1，
私
は
き
ょ
う
だ
い
と

 
 
1.
 
よ
く
遊
ぶ

 
 
2.
時
々
遊
ぶ

 
 
3.
あ
ま
り
遊
ば
な
い

 
 
4.
き
ょ
う
だ
い
は
い
な
い

2.
私
は
貯
金
を

 
 
ユ
.：
大
い
Kや
っ
て
い
る

 
 
2.
時
kや

っ
て
い
る

 
 
3.
 
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い

3.
学
校
へ
い
く
の
は
私
に
と
っ
て

 
 
1.
勉
強
の
た
め
だ

 
 
2.
 
ク
ラ
ブ
活
動
や
部
活
動
の
た
め
だ

 
 
3.
友
だ
ち
と
遊
ん
だ
り
話
し
た
り
す
る
た
め
だ

 
 
4.
な
ん
と
な
く
『い
く
だ
け

 
 
5.
先
生
'と
話
す
る
た
め

 
 
s.
家
Kい
る
よ
'り
楽
し
い
か
ら
い
く

 
7」
 
親
が
う
る
さ
い
か
ら

4.
入
Kめ
い
わ
く
か
け
た
と
き
私
}ま

 
 
1：
あ
や
ま
る

 
 
2.
わ
る
か
っ
た
と
思
う

 
 
3.
 
気
に
な
る
。
い
や
な
感
じ
が
す
る

 
 
4.
じ
っ
と
し
て
い
る
。
何
も
や
る
気
が
し
な
、
、

 
 
5.
あ
や
ま
ら
な
.い
。
逃
げ
る

[ 37 [] ・3
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2

5.
私
の
お
母
さ
ん
は
(イ
と
ロ
の
両
方
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

イ
.

 
1.
 
～二
わ
い

.2
.ふ
つ
う

 
3.
や
さ
し
い

 
 
 
 
 
 
そ
う
cと
う
ば
ん

6.
み
ん
な
は
掃
除
当
番
に
な
る
と

 
 
ユ
. 
よ
く
・や
っ
て
い
る

 
 
2.
あ
る
て
い
ど
や
っ
て
い
る

 
 
3.
あ
ま
り
や
っ
て
い
な
い

 
 
4.
 
ま
っ
た
く
や
っ
て
い
な
い

口
・

 
1
。
え
ら
い
と
思
う

 
2
.ふ
つ
う

 
3
.え
ら
く
な
い

7L
男
ほ
女
に
く
ら
ぺ
て
(二
つ
ま
で
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

 
 
 
とく
 

'ユ
.得
だ

 
 
2 
活
動
的
で
仕
事
を
す
る

 
 
3.
面
白
い

 
 
4 
あ
ま
り
変
わ
ら
：な
い

 
 
5.
乱
暴
で
い
じ
め
っ
子
が
多
い

 
.{
i.
 
い
や
ら
し
い

 
 
7.
い
い
と
も
悪
い
と
も
い
え
な
い

 
 
 
 
 
 
 
bタ
獣
うさ
ん
か
も

8，
お
父
さ
ん
は
授
業
参
観
に

 
 
1.
、
・
つ
も
く
る

 
 
2.
時
々
く
る

 
13
. 
ぜ
ん
ぜ
ん
こ
な
い

□ 41 [ 42 [ 一
，
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い
ち
ぱ
ん
た
い
せ
つ

9.
私
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
も
の
は
(
一
つ
だ
け
○
を
つ
'r
?て
く
だ
さ
い
)

 
 
i.
親
 
家
族

 
 
2.
友
人
 
友
情

 
 
3.
自
分
 
生
命

 
 
4.
思
い
や
り
 
優
し
さ

 
 
5，
お
金

 
 
6.
 
な
し

 
 
7，
 
わ
か
ら
な
い

io
.通
知
表
を
も
ら
う
た
び
に
私
は

 
 
Y，
喜
こ
ん
だ
り
悲
し
ん
だ
り
す
る

 
 
2 
楽
し
く
て
し
か
た
な
い

 
 
3.
い
や
な
感
じ
が
す
る

 
 
4，
ど
う
し
て
も
通
知
表
な
ん
か
あ
る
の
か
と
思
う

 
 
5.
な
ん
と
も
思
わ
な
い

11
，
私
が
親
に
し
て
も
ら
い
た
い
の
は

 
 
：
L 
一
緒
に
遊
 
Y-
..
と

 
 
2.
小
迫
い
を
く
れ
る
こ
と

 
 
3.
子
供
扱
い
を
し
な
い
こ
と

 
 
4.
頼
み
ご
と
を
き
い
て
く
れ
る
こ
と

12
，
私
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
話
し
合
え
る
友
だ
ち
が

1.
た
く
さ
ん
い
る

2.
す
こ
し
い
る

3.
い
な
、
・

[ 
 
i
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t 
 
 
 
きず

 
 
1.
し
か
xし
を
す
る

 
 
2.
腹
が
立
儒
 
く
や
し
い

 
 
3.
泣
く
。
悩
”
Oし
Yん
ぼ
り
す
る

 
 
4.
逃
げ
て
し
ま
う。
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
る

 
 
5.
気
に
し
な
い

 
 
6、
 
わ
か
ら
な
い

14
.こ
の
学
校
の
生
徒
と
し
て
私
は

 
 
1.
 
と
て
も
よ
い
と
思
う

 
 
2.
 
ま
あ
よ
い
と
思
う

 
 
3.
 
ふ
つ
う
だ

 
 
4，
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
い
け
な
い
と
思
う

 
 
5.
ほ
ん
と
う
Kい
け
な
い
と
思
う

駄
鹸
傷
鵬
れ
た
・
き
私
は
(一
つ
だ
け
・
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)ロ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
51

15
.男
の
悪
い
点
は
(一
つ
だ
け
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

 
 
1。
乱
暴
な
こ
と

 
 
2.
品
が
わ
る
い
こ
と

 
 
3.
 
い
や
ら
し
い
こ
と

 
 
4.
い
ん
け
ん
だ

 
 
5.
つ
ま
ら
な
い

 
 
6.
別
に
な
い

 
 
 
 
 
 
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
郭

16
.み
ん
な
で
決
め
た
き
ま
り
を
破
る
の
は

 
 
1，
 
と
て
も
い
け
な
い

 
 
2.
あ
ま
り
よ
く
な
い
.

 
 
3.
大
し
た
こ
と
で
は
な
い

冒 [ 53 iz
! 54

一
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17
.友
だ
ち
か
ら
電
話
が
か
か
る
と
親
は

 
 
1.
そ
の
内
容
を
あ
と
で
聞
く

 
 
2.
そ
ば
に
い
て
聞
い
て
い
る

 
 
3.
ぜ
ん
ぜ
ん
気
Kし
な
い

18
.先
生
Kし
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は

L 2 ， a 4 5 6 Z &

19
.反
対
意
見
に
あ
う
と
私
は

 
 
1.

 
 
2.

 
 
3.

い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で
ほ
し
い

も
っ
と
よ
く
勉
強
教
え
て
ほ
し
い

も
っ
と
話
し
か
け
て
ほ
し
い

え
こ
ひ
い
き
し
な
い
で
ほ
し
い

も
っ
と
き
び
し
く
し
て
ほ
し
い

も
っ
と
甘
く
し
て
ほ
し
い

も
っ
と
自
分
に
目
を
か
け
て
ほ
し
い

相
談
に
の
っ
て
ほ
し
い

Nゆ
も

自
分
の
意
見
を
主
張
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
りつ
ろ
ん

相
手
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
結
論
を
出
す

相
手
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
し
ま
う

20
.私
の
ほ
し
い
友
だ
ち
は
(二
つ
.ま
で
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

 
 
1.
 
自
分
を
い
い
方
向
に
引
っ
ば
っ
て
く
れ
る
人

 
 
2.
よ
く
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人

 
 
3.
一
緒
に
勉
強
し
て
く
れ
る
人

 
 
4.
か
っ
こ
い
い
人

 
 
5.
趣
味
の
同
彫
人

 
 
6.
明
る
い
ス
ポ
ー
ッ
マ
ソ

 
 
?.
や
さ
し
い
人
.
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① ①

 
 
tた
ぐ
じ
カ
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 カ
や

21
.帰
宅
時
間
に
つ
い
て
私
の
親
は

 
 
 
 
 
 
ち
ゆ
う
N 
 

1.
よ
く
注
意
す
る

 
 
2.
時
々
注
意
す
る

 
 
3.
 
な
に
も
い
わ
な
い

[ ] ・・

26
.日
常
生
活
の
中
で
大
切
に
と
っ
て
お
き
た
い
.も
の
は

 
 
(自
由
に
思
う
こ
と
を
書
い
て
く
泥
さ
い
)

22
.み
ん
な
YA
学
校
の
も
の
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■

 
 
1.
大
切
に
し
て
い
る

 
 
2.
あ
ま
り
大
切
に
し
て
い
な
い

 
 
3.
 
ま
っ
た
く
大
切
Kし
な
い

 
 
4.
ま
っ
た
く
無
関
心
で
あ
る

r 6
1.

 
 
 
 
し
nt
i 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ru
く
み

2a
あ
す
試
験
が
あ
る
の
に
お
も
し
ろ
い
テ
vビ
番
組
が
あ
る
と
き
私
は

 
 
1.
絶
対
に
見
な
い

 
 
2.
時
々
見
る

 
 
3.
.つ
い
見
て
し
ま
う

 
 
4.
見
な
が
ら
勉
強
す
る

 
 
 
 
そ
う
じ

24
.私
は
掃
除
の
時

 
 
1.
 
よ
く
や
っ
て
い
る

 
 
2.
あ
る
て
い
ど
や
っ
て
い
る

 
 
3.
あ
ま
り
や
っ
て
い
な
い

 
 
4.
 
ま
っ
た
く
や
ら
な
い

ij 6
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27
.私
の
っ
き
却
い
職
業
は

 
 
(自
由
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
書
い
て
く
だ
ざ
い
)

25
.受
験
勉
強
に
つ
い
て
親
は

 
 
1.
い
っ
も
話
題
に
す
る

 
 
2.
 
と
き
ど
き
話
題
に
す
る

 
 
3.
ほ
と
ん
ど
話
題
に
、
し
な
い
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